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推進する１９の政策

山形市が掲げる２大ビジョンのもと、「市民目線の行政」と「チャレンジす
る市政」を基本姿勢に、「まちをつくる」「ひとを育む」「しごとを豊かにす
る」の３つのテーマとそれを支える行政経営に位置付けた１９の政策を推
進していきます。
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市職員一人ひと り が、 市民の満足度を 高め
るこ と を常に意識し ながら 取り 組みます。

市民目線の行政

×

本計画において、 「 Ⅰ まちをつく る」 「 Ⅱ ひと を育む」 「 Ⅲ し ごと を豊かにする」
を政策体系におけるテーマと し て設定し ます。 こ れら ３ つのテーマと それを支える行政経営
に１ ９ の政策分野を位置づけ、 令和２ ２ 年（ ２ ０ ４ ０ 年） のまちの姿の実現に向けた施策を
推進し ていき ます。

基本姿勢

２ 大ビジョ ンの確立に向け、 山形市の強みを
活かし 、 あら ゆる分野において前向き でス
ピーディ ーに取り 組みます。

チャレンジする市政

３つのテーマと行政経営

テーマⅠ

まちをつくる

「ひと」が生涯を通して安全・安心な環境の中で、いきいきと健やかに
暮らすことができる「まち」、そして「しごと」の基盤となる「まち」をつく
ることが大切です。

テーマⅡ

ひとを育む

わたしたちは、「まち」に磨きをかけ、さらに魅力を付け加え、世代を
超えて循環させていく必要があるため、「まち」を担う「ひと」を育むこ
とが大切です。

「ひと」の定着、「ひと」の流れの創出、そして「まち」の活力を高める
ため、「まち」に集積するあらゆる産業や経済の活性化、魅力ある質
の高い雇用を創出するなど、「しごと」を豊かにすることが大切です。

テーマⅢ

しごとを豊かにする

未来へつなげる

行政経営
持続可能なまち、選ばれるまちに向け、「まち」「ひと」「しごと」の政策
分野を支え、未来へつなげる行政経営を行うことが大切です。

まち

しごとひと

行政経営

【イメージ】
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公共交通は、 「 Ⅰ まちをつく る」 「 Ⅱ ひと を育む」 「 Ⅲ し ごと を豊かにする」
の３ つのテーマをつなぐ 基盤と なるも のです。

①こどもまんなか
こ ども たちのために何がも っ と も よいこ と かを常に考え、 こ ども たちが健やかで幸せ

に成長でき る社会を実現するこ と が求めら れているこ と から 、 その視点を持っ て取り 組
みます。

Ｄ Ｘ およびデジタ ル技術は、 距離や時間の制約を超えて生産性や利便性を高めるだ
けでなく 、 地域の魅力を向上さ せ、 新たな付加価値を生み出す原動力と なるため、 デ
ジタ ル活用による変革の視点を持っ て取り 組みます。 さ ら に、 Ｄ Ｘ を通じ てスマート
シティ 構想の実現にも 取り 組みます。

⑨地域資源の発掘・活用・創造

②強靱なまちづくり

自然災害が激甚化・ 頻発化し ており 、 大規模自然災害等から 市民の生命と 財産を守り 、
持続的な成長を図る視点を持っ て取り 組みます。

③ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の理念は「 健康医療先進都市・ 文化創造都市を確立し 、 選ばれるまちと な
る」 と いう 本計画が目指すも のと 関連が強いこ と から 、 その視点を持っ て取り 組みま
す。

⑤ＤＸの推進

⑥ＧＸの推進

地球温暖化や環境破壊を引き 起こ す温室効果ガスの排出を削減し 、 環境改善と と も
に経済社会システムの改革を行っ ていく 必要があるこ と から 、 その視点を持っ て取り
組みます。

⑦公共交通の活用

⑧公民・広域・多機能連携

限ら れた資源（ 人材、 財源） の中で効果的に行政サービスを提供するため、 公民・
広域・ 多機能連携の視点を持っ て取り 組みます。

若者・ 女性活躍、 未活用の資産を含めた地域資源を発掘・ 創造し 、 新し い経済効果、
産業、 雇用の創出を図っ ていく 視点を持っ て取り 組みます。

施策を推進するための視点（横ぐし）

④多様な価値観の尊重

年代・ 性別を問わず多様な発想から 生み出さ れる価値観を大切にし て取り 組みます。

第
５
章

イノベーションの視点（新しい技術、市民生活や行政の事務を変革していく視点）

デザインの視点（前例のない課題や未知の問題に対して最適な解決を図るための視点）
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【２０４０年のまちの姿】
健康医療先進都市・文化創造都市を確立し、選ばれるまちとなる

１．政策体系(2/2)１
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「まち」・「ひと」・「しごと」公共交通が全てを繋ぐまち

０１ 公共交通

テーマⅠ まちをつくる

政策分野2
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２０４０年のまちの姿

発展計画２０３０の施策（ビジョン）

第
５
章

まちづく り 施策と の整合を 図り ながら 、 中心市街地や観光地、 産業団地に加え、 教育機関
や文化・ スポーツ施設と いっ た主要な公共施設などが、 多様な移動手段で高頻度かつシーム
レ スに結ばれ、 利便性の高い公共交通ネッ ト ワーク が構築さ れています。 こ れにより 、 自動
車運転免許証を返納し た高齢者を はじ め、 学生や来訪者など、 誰も が多様な移動手段の選択
が可能で快適に移動するこ と ができ ると と も に、 市内及び市外から の人の流れが活発になり 、
中心市街地や観光地が賑わい、 暮ら し やすく 、 健康で活気あるまちが形成さ れています。

鉄道、 バス、 タ ク シー、 コ ミ ュ ニティ サイ ク ル、 ラ イ ド シェ ア、 カ ーシェ アなどに加え、
福祉輸送や地域支え合いによ る 移動支援サービ ス、 新たにA I オン デマン ド 交通などの移動
手段が取り 入れら れると と も に、 自動走行システムがその運行を支えています。

公共交通の利便性や快適性については、 利用者のニーズに合っ た鉄道やバス運行がなさ れ、
交通系ICカ ード の利用拡大やスマート フ ォ ンアプリ と の連動などが進むと と も に、 鉄道駅や
バス停などの交通結節点において過ごし やすい待合環境やわかり やすい案内表示、 バリ アフ
リ ー化などの整備が進み、 公共交通が利用し やすい環境が形成さ れています。

また、 複数の公共交通やそれ以外のサービスを 最適に組み合わせてスマート フ ォ ンなどで
検索・ 予約・ 決済等を 一括で 行う サー ビ ス で あ る M a aS （ マ ー ス ： M ob i l i ty a s a
Serv ice ） の普及によ り 、 鉄道、 路線バスだけでなく 、 コ ミ ュ ニティ バス、 タ ク シー等の
様々な交通手段を 交通結節点で円滑に乗り 継ぎ、 自宅から 商業施設・ 病院・ 学校等の生活に
必要な場所への移動、 鉄道駅や空港などから 市外への移動、 中心市街地や観光地などへの移
動など、 行き たい場所への移動がシームレスに行われています。

❶公共交通の整備
路線バスの廃止や高齢者の自動車運転免許証の返納等により 、 高齢者や学生など移動に

困っ ている人が日常生活での買い物や通学等に支障をき たすこ と がないよう 、 地域の特性
に応じ た公共交通の整備を推進し ます。 また、 福祉施策による取組を含め多様な移動手段
の確保に向けた取組を推進し 、 幅広い世代を 対象にし たモビリ ティ マネジメ ント を 通し て、
公共交通の利用を促進し ます。

❷持続可能な公共交通ネットワークの構築
都市計画マスタ ープラ ンに掲げる「 拠点ネッ ト ワーク 型集積都市」 を 具現化し 、 将来に

わたり 持続可能な都市構造を 実現する ため、 公共交通の骨格と なる 鉄道や路線バス、 コ
ミ ュ ニティ バス、 タ ク シーなどの「 交通軸」 の形成と 、 鉄道駅や主要なバス停、 地域の拠
点など「 交通結節点」 の整備を推進し ます。

交通軸と 交通結節点が有機的に接続し 、 高頻度な運行を行う こ と で、 市民の様々な移動
ニーズにき め細やかに対応し た、 効率的で効果的な新し い公共交通ネッ ト ワーク の構築を
目指し ます。

❸広域公共交通の充実
山形県や連携中枢都市圏の連携市町と 連携し 、 地域間を結ぶ広域的な公共交通の充実を

図っ ていき ます。
仙山圏が一体と なっ て発展し 、 東北地方のけん引役を 果たし ていく ため、 仙台市と の包

括的連携協定に基づき 、 仙山圏交通網の充実を図っ ていき ます。
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写真

０１ 公共交通

山形駅東口駅前広場～交通軸・交通結節点の整備～

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

公共交通の利用者数
（千人）

11,145
（R5年度）

11,932 13,374

具体的な取組

第
５
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〇公共交通ネットワークの最も重要な骨格となる鉄道や路線バス（幹線）の高頻度化など、更な
る充実を図ります。

○定時定路型やA Iオンデマンド交通等の各種実証運行等モデル事業の本格運行及び他地区
への横展開を行います。

○市南部新駅整備、楯山駅周辺整備について、計画最終年度の令和１１年度（２０２９年度）まで
の工事着手を目指すべく関係機関と協議を進めます。

○交通事業者と行政が適切に役割分担しながら、路線バスやコミュニティバスなど、既存公共交
通の確保、維持、改善を図るとともに「交通空白」解消に向けた施策を推進します。

○交通事業者において人手不足が深刻化する中、新交通システムについての研究を行うととも
に自動運転やライドシェアなどと合わせて、実現可能性を検討します。

○コミュニティサイクル事業の安定性・継続性（適正なサイクルポート配置・自転車台数・維持管
理等）を確保します。

○山形駅東口・市役所前バス停等における上屋やデジタルサイネージの環境整備を行います。
○仙山線の機能強化に向け「仙山線の利用促進及び利便性向上プロジェクト」に基づく各種施

策を推進します。
○やまがたM aaS「らくのる」の機能向上による、地域内・広域公共交通の更なる利用促進を図

ります。
○県や連携中枢都市圏の連携市町と連携し、地域間を跨ぐ公共交通の課題解決に向けた取組

を実施します。
○令和７年度（２０２５年度）に見直す次期地域公共交通計画では、これら取組の深度化と現計画

のアップデートを図りつつ、“「まち」「ひと」「しごと」全てを繋ぐ公共交通”の実現に向けた新た
な取組を検討します。

JR山寺駅 ～仙山圏交通網の充実～
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誰もが安全に安心して、心地よく快適に住み続けられるまち

０２ 都市整備

テーマⅠ まちをつくる

政策分野2
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２０４０年のまちの姿

山形市は温泉や地下水を利用し た無散水消雪システムなど、 厳し く も 豊かな自然や魅力と 共
存し 利活用し ながら 、 社会・ 生活イ ンフ ラ の整備を行い都市機能を発展さ せています。 さ ら に、
それら の耐震化や強靱化、 長寿命化にも 軸足を置きながら 災害に強い安定し た都市基盤づく り
を第一と し 、 その上で、 都市機能が維持さ れるこ と により 、 市民の安全・ 安心な生活と 利便性
の向上が実現さ れています。 広場や公園、 河川敷などに人が集いやすく する空間づく り やＤ Ｘ
など、 既存イ ンフ ラ に新たな価値を創出するこ と で、 地域間交流が盛んになり 、 まちなかに人
が集まり 、 活力と 賑わいが溢れています。

また、 市内各地と まちなかを結ぶ道路と 山形仙台間や連携中枢都市間を結ぶ広域的な交通イ
ンフ ラ が適切に整備さ れ、 それら を基盤と し た利便性の高い交通ネッ ト ワーク が構築さ れてい
ます。 こ れにより 、 市内及び市外から の人の流れが活発になり 、 市民の生活基盤や産業基盤を
支えています。

住環境においては、 空き 家が優良なスト ッ ク と し て認識さ れ、 市場で流通する仕組みが整う
こ と で、 市民や移住者等が住宅を持つこ と の選択肢を広げ、 希望する住環境が十分に確保さ れ
ると と も に、 市内への定住を 促し ています。 それに加え、 手付かずの空き 家が減少するこ と で、
安全・ 安心な生活環境の向上につながっ ています。

ラ イ フ ラ イ ンにおいては、 上下水道事業等の広域化が進み、 効率的な運営により 経費の節減
が図ら れています。

農村部では、 集落機能が適切に維持さ れていると と も に、 農業生産基盤や森林及び生活環境
施設が適切に維持管理さ れ、 生活環境の保全と 災害などの未然防止が図ら れています。

❶魅力ある都市空間づくり
身近なせせら ぎや身近な緑、 歴史文化的資源を 利活用、 又は融合さ せ、 住む人・ 訪れる

人・ 働く 人の誰も が思わず歩いたり 滞在し たく なるよう な都市空間の形成を 目指し ていき ま
す。 また、 太陽光や地下水熱・ 温泉熱などの再生可能エネルギーを 活用する などの環境配慮
や、 都市施設の長寿命化に取り 組み、 サステナブルなまちづく り を進めていき ます。

❷安全性と利便性を高める道路網の整備
市民の安全・ 安心、 利便性の確保や交通の円滑化等を図るため、 地域の課題等に配慮し た、

計画的な道路改良や街路事業などを行い、 道路ネッ ト ワーク の構築を進めていき ます。

❸持続可能な公園の形成
公民連携を 推進し 、 公園のサービスレ ベルの向上と 持続可能な公園の整備を 目指し ていき

ます。 また、 避難場所と し ての機能向上を図っ ていき ます。

❹居住環境の整備
誰も が安心し て居住するこ と ができ る良好な住環境の構築と 住宅確保要配慮者が安心し て

暮ら せる住まいを確保できるよう 取り 組んでいき ます。 マイ ホームについても 、 子育てし や
すく 、 健康で安心し て住むこ と ができ 、 環境に配慮し 耐久性・ 耐震性を備えた住宅建築が促
進さ れるよう 、 支援充実に取り 組んでいき ます。

❺水道・下水道事業の安定経営
安定経営に向けた基盤を強化し ていく ため、 上下水道の広域化の検討を進めながら 、 施設

の更新費用の縮減や維持管理等の効率化を図っ ていき ます。
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発展計画２０３０の施策（ビジョン）
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０２ 都市整備

七日町第6 ブロック北御殿堰整備事業（令和5 年度）

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

居住誘導区域（立地適正
化計画）人口密度

（人/ha）

52.9
（R６年）

53.8 53.8

公示地価平均（円/㎡）
70,433
（R６年）

74,766 83,414 
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具体的な取組

市道楯山停車場立谷川線「なでしこ大橋」開通
～道路ネットワーク強化～

○市街地や交通軸沿線への適切な居住誘導や都市機能の集積を図り、日常生活や事業活動にお
ける利便性を確保していくため、公共交通ネットワークの構築と連携した誘導区域の見直しを進
め、持続可能な都市構造の実現に向けた検討を行います。

〇魅力あるまちなみ形成に向けた、地域が主体となった景観まちづくりに対する支援を行います。
〇交通手段毎の人の移動様態や、都市の地理空間データなど、大学や研究機関のほか、産学官の

多様な分野で利活用や応用ができる有用なデータのオープン化に向け検討を行います。
○安全で利便性が高く、景観に配慮した快適な交通環境を形成します。
○道路・橋りょうの新設改良事業などにより、市内部及び地域間のネットワーク道路、交通結節点へ

のアクセス道路や駅前広場、歩道の整備、狭あい道路の改良を推進します。
○歩行者の回遊性を向上し、冬期間においても快適に通行ができる歩行空間を利用したまちなか

のにぎわいに繋がる消雪道路( 歩道) 整備事業を推進します。
○歩車分離による安全・安心な自転車通行帯の確保とネットワークの形成を図ります。
○美しい景観の形成と災害に強いまちづくりのため、道路の無電柱（電線類地中）化事業を推進し

ます。
〇使われ活きる公園となるよう、公園再編整備計画を策定するとともに、Pa rk -PFIの導入により魅

力向上を図り、公園施設長寿命化計画に基づいた遊具等施設の計画的な修繕や更新を推進しま
す。

〇市営住宅の長寿命化を図るとともに、空き室や民間住宅の空き家等を活用した子育て世代等の
ニーズに合わせた住宅改修を行います。

〇民間の力を活用しながら、空き家等のリフォームやリノベーションを支援し、空き家等を受け皿と
して移住対策を推進するとともに、空き家バンク等を通じた情報発信を行い、空き家の流通市場
活性化を図ります。

〇マンションと空き家の適正管理に向けた助言・指導を行います。
○上下水道事業の広域化による施設の共同化や管理の一体化を進めるため、県や関係市町と協議

しながら具体的な方針を決定します。
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２０４０年のまちの姿

中心市街地では中世以降紡いでき た歴史や文化等が活かさ れ、 景色やせせら ぎなど
五感で感じ る身体性（ 体感） や古く から の小径や大小様々なイ ベント などの偶発性、
本物や高級感と いっ た希少性の創出、 公民連携による公共空間の整備・ 活用、 デジタ
ル技術の活用などが進み、 人々の回遊性と 滞留性が高まっ た「 歩き たく なるまち」 と
し てまちの魅力が向上し 、 働く 場所・ 住む場所・ 商いを行う 場所と し て選ばれ賑わっ
ています。

現在、 １ ０ ０ 年に一度の大改造と 言われるほど、 公民が連携し 山形市中心市街地グ
ラ ンド デザイ ンを 具現化するための事業が数多く 展開さ れています。 こ の中で、 歩く
ほど 幸せになる まち を 具現化する ための、 粋七エリ ア整備や旧千歳館エリ ア・ リ ノ
ベーショ ン、 旧大沼周辺エリ ア一帯の再開発と いっ た大き な取組が軸と なり 、 空き 店
舗を活用し たク リ エイ ティ ブ産業、 オフ ィ ス等の誘致が進み、 多く の子育て世代や学
生へのまちなか居住の取組が進めら れるこ と によっ て、 定住、 交流、 関係人口の維持
が図ら れています。 こ れら の取組が推進さ れるこ と により 、 自家用車を 多用し なく て
も 生活し やすいラ イ フ スタ イ ルが確立し 、 中心市街地の人口が増加し ています。 また、
高齢者や障がい者も 含め誰も が多く 来訪し 回遊するこ と で、 健康で活力にあふれるま
ちが形成さ れています。 こ れにより 、 県都と し て、 また連携中枢都市圏の中枢都市と
し て、 そし て仙山生活圏の一角と し て、 多く の活動、 多く の民間投資を呼び込み、 中
心市街地の魅力・ 価値が高まっ ています。

第
５
章

発展計画２０３０の施策（ビジョン）

❶まちの賑わい向上
歴史や文化を活かし た山形市の魅力あふれるまちづく り を推進し 、 中心市街地に

新たな投資を呼び込むと と も に人の流入を創出し 、 賑わいを向上し ていき ます。 ま
た、 卒業後の学生などの若者や、 子育て世代等が住み続けら れるよう なまちなか居
住の取組を推進し 、 中心市街地の魅力や価値の向上を目指し ていき ます。

❷魅力あるまちなみの整備
「 訪れる人が歩いて楽し いと 感じ る」 「 住んでいる人が住みやすいと 思う 」 まち

づく り を推進し 、 山形市中心市街地グラ ンド デザイ ンに掲げる「 歩く ほど幸せにな
るまち」 の実現を目指し ます。

こ れに向け、 粋七エリ ア整備や都市機能の誘導に係る再開発事業や冬季の歩行空
間確保のための消雪歩道等の整備を進めると と も に、 歴史・ 文化的資源を活かし た
建物や公園、 緑やせせら ぎを感じ 人々が憩う 空間の整備などを通し て、 昔ながら の
景観を活かし た新たな魅力を創出し 、 思わず歩いたり 滞在し たく なるよう なまちづ
く り を進めていき ます。

➌居心地が良く歩きたくなるまちなかづくり
まちなかの道路を含む公共空間を高質化し 、 歩き やすさ 、 居心地の良さ を向上さ

せる社会実験等を通し 、 回遊性・ 滞在性が高く 、 人が集い、 憩い、 様々な活動をす
るこ と により 賑わいを 創出でき る魅力的な都市空間の追求と 、 本格実装に向けた取
組を進めていき ます。



49

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

０３ 中心市街地

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

歩行者通行量（人）
25,08４
（R6年度）

27,494
（R11年度暫定）

32,80２

第
５
章

具体的な取組

文翔館・市役所前滞在空間創出
（令和6 年度社会実験）

粋七エリア整備事業（CG イメージ）

○山形市中心市街地グランドデザインを具現化する取組を推進します。
①身体性（体感）、偶発性、希少性の創出 ②滞在する場としての空間の整備
③回遊できる仕組みづくり ④みどり豊かな魅力ある空間の整備
⑤官民一体となった公共空間の整備・活用 ⑥公共交通の活用促進 ⑦ＤＸの推進

○中心市街地に所在する空き家等の新たな掘り起こしに努め、リノベーションした学生専用住宅（準
学生寮）の供給を増やすことで学生のまちなかへの移住・定着を促進します。

〇高齢者や障がいがある方も多く来訪し回遊しやすい環境を整え、健康で活力あふれるまちを形成
します。

○粋七エリアと旧千歳館エリアの、互いの魅力を相乗効果として引き出しながら、ウォーカブルで連動
性の高いまちなみづくりを推進します。

○ウォーカブルなまちづくりの推進のため、安全で利便性の高い道路ネットワークを構築する街路事
業を進めていきます。

○子育て世代等のまちなか居住や都市機能誘導を図る再開発事業を支援します。
○旧大沼周辺エリア一帯を中心市街地活性化をけん引するエリアとするため、再開発を推進します。
○魅力あるまちなみ形成に向けた、地域が主体となった景観まちづくりに対する支援を行います。
〇歴史・文化的重要性と立地を活かした霞城公園及び（仮称）花小路公園の整備や、まちなかの回遊

性向上を兼ねた第二公園の再整備を進めます。
○身近に緑やせせらぎを感じ、思わず歩いたり滞在したくなるような公園・広場の空間形成を進め、太

陽光・地下水熱といった再生可能エネルギーを活用していくとともに、山形市産材「べにうっど」を活
用しながら地産地消も進めていきます。

○市民や観光客など誰もが気軽に立ち寄れる機能を設けるため、市民の日常的な居場所や交流の場
として、賑わいの創出に寄与する新市民会館整備を推進します。

〇中心市街地における魅力ある空間づくりに資する拠点施設として、市立病院済生館の新病院整備
を推進します。

〇車中心から人中心の空間への転換を目指すため、検証をしながら社会実験を継続し、併せて商店
街等民間による自走化・恒常化に向けた伴走支援を進めます。
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２０４０年のまちの姿

過去の災害などを教訓に、 市民や企業等の防災意識が高まり 、 予防防災の徹底と 多様な情
報伝達手段の確立により 、 災害時の自助及び共助・ 公助支援が効率的に行える状況と なっ て
います。 災害時においては、 ハザード エリ アや危険盛土等に関する情報も 共有さ れ、 デジタ
ル技術の活用による情報の可視化等による迅速な避難行動等によっ て被害を最小限に抑え、
早期復旧ができ る体制が構築さ れています。

また、 災害時における迂回路や補完路等の整備、 緊急輸送道路の無電柱化、 避難路と なる
狭あい道路の解消等イ ンフ ラ 資源を最大限活用・ 維持・ 強化するこ と で、 消防・ 救急隊の目
的地への到達、 防災拠点から の救済物資や資材の運搬、 住民の避難、 被災箇所の応急復旧・
復興を迅速に行う こ と ができ る環境が整備さ れており 、 生命や財産の保全に向けた市民の安
全・ 安心が確保さ れています。

建設業が災害時には最前線で地域社会の安全・ 安心の確保を担い、 「 地域の守り 手」 と し
て、 国民生活や社会経済を支える役割を担えるよう 、 建設業の働き 方改革が推進さ れ、 将来
の建設業を支える若年入職者が確保さ れています。

最新の技術を搭載し た車両に更新し 、 迅速かつ効果的な現場活動を実施でき る体制が構築
さ れており 、 消防活動拠点の機能強化や適正配置が図ら れ、 市民に対し 効率的かつ効果的な
消防行政を提供し ています。

市立病院においては、 災害拠点病院と し て災害時に多発する傷病者を受け入れるほか、
Ｄ ＭＡ Ｔ や災害派遣ナースなど、 被災地で医療活動ができ る医療従事者を、 被災地から の応
援要請に対し て迅速に派遣するこ と ができ ています。 新たな感染症の発生時には、 動線の分
離、 診察室、 病床の隔離など迅速な院内レイ アウト の変更や適切な診療体制を構築し 、 患者
の安全・ 安心が確保さ れています。

❶災害に強いまちづくり
近年、 全国各地で大き な被害をも たら す自然災害が頻発し ているこ と から 、 都市施設や

住宅等の耐震化の促進、 大雨時の浸水被害軽減対策などの流域治水の推進、 季節を問わず
避難や消防・ 救急車両が支障なく 走行でき る環境の確保等を図っ ていき ます。 また、 豪雪
による市民生活への影響を最小限に抑制し 、 市民の安全・ 安心を確保するため、 道路の除
排雪や地域・ 高齢者等への支援など、 さ まざまな雪対策に取り 組んでいき ます。

❷多様なニーズに対応した避難所・避難場所の整備
発災直後、 避難所等を 開設し 直ち に対応する べき 取組、 過去の事例から 避難者から の

ニーズが高く 、 早急に対応すべき 取組について、 優先し て対応すべき 事業と し ての選定と
順位づけを 行う と と も に、 誰も が安全・ 安心に過ごすこ と ができ 、 誰一人と し て取り 残さ
れるこ と のない避難所等の整備を推進し ます。

❸自主防災組織の組織率向上及び活動充実に向けた支援
自助・ 共助・ 公助の中の共助の要と なる自主防災組織の組織率の向上を図ると と も に活

動充実に向けた支援を推進し 、 地域防災力の更なる強化を図っ ていき ます。
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発展計画２０３０の施策（ビジョン）
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０４ 防災

市避難所 開設・運営訓練の様子令和２年（２０２０年）７月豪雨 本沢川の様子

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

適切な避難行動をとれる人
の割合（＝マイタイムライン作

成割合）（％）

7.6
※R7年度調査

基準値を超える 100

避難行動要支援者（要介護３以上、
障がい（児）者等）の個別避難計

画作成割合（％）

５．４
（R６年１２月時点）

75.0 100
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具体的な取組

〇立地適正化計画に定める各誘導区域での被害想定や課題整理を行いながら、防災指針に基づき、安全・
安心な市街地環境の形成と、災害リスクを踏まえたまちづくりを進めます。

○災害時の避難が困難と想定される地区において、脆弱な主要道路等の迂回路や補完路の整備、狭あい
道路の拡幅整備等を推進し、避難や消防・救急活動に支障がないまちなみの形成を進めていきます。

○浸水被害軽減対策の雨水管きょ整備、側溝改修工事を実施するとともに新たに追加公表された洪水浸水
想定区域を基に洪水ハザードマップを改訂し、全世帯への配布と普及啓発に努めます。

○簡易型河川監視カメラの設置により、河川監視の強化と氾濫の早期発見及び適切な避難誘導を行います。
○排水樋門ゲートを閉鎖した際の内水浸水被害軽減のため、排水ポンプ車を追加導入します。
○雪害から市民生活を守るため、デジタルを活用した業務の効率化、省力化、迅速化を図るとともに、事業

者や新規オペレーターの育成支援を行い、持続可能な道路除排雪体制の構築に取り組みます。
○緊急輸送道路や避難所へのアクセス道路等における災害時の電柱類倒壊に起因する２次被害とその拡

大を防止するため、道路の無電柱化事業を推進します。
〇建築物の耐震化に向けた普及啓発に努め、耐震改修の促進を図ります。
○建設工事等の早期発注等による施工時期の平準化、適切な工期の確保等の取組により、建設業の働き方

改革を推進することで担い手の確保を進めます。
○消防本部の車両は、迅速かつ効果的な活動ができる最新の技術を搭載した車両の導入を、消防団の車

両は、地域の特性に応じた車両の導入を計画的に進めます。また、消防活動拠点及び災害時の指揮拠点
施設としての機能強化を図るため、最新の設備を備えた安全な消防庁舎整備の検討を進めます。さらに
は国が推進している「市町村の消防の広域化に関する基本方針」を踏まえた消防指令業務の機能強化に
ついて検討を進めます。

○市立病院においてはＢＣＰに基づいた医療提供体制の整備やＤＭＡＴ等の即時派遣を可能にする体制の
充実を図ります。

○今後の人口の推移を考慮した場合、現在よりも少ない職員数での災害対応が想定されることから、業務
の簡略化及び効率化を図るとともに、情報発信方法の多重多様化、被害情報の迅速な集約化及び災害
対策本部の機能強化が図れるよう防災情報のＤＸ を推進します。また、誰もが安全・安心に過ごすことが
でき、誰一人として取り残されることのない避難所・避難場所の運営を目指します。

〇地域・行政・福祉専門職の連携により、実効性のある個別避難計画の作成を促進します。
○自主防災組織の組織力強化及び自主防災活動を充実させ、地域防災力を向上させるため、避難誘導や

避難所運営に必要な資器材等の共助備蓄整備、防災訓練等の活動促進及び自主防災リーダー並びに女
性防災リーダーなどの人材育成を図ります。また、大規模化及び激甚化する災害への対応として、市民の
適切な避難行動を促進するため、事業の拡充を図ります。
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❶地域コミュニティの推進
地域の思いを大切にし 、 市民、 事業者、 行政がそれぞれ関わり ながら 、 地域住民

目線での様々な地域課題の解決と 地域住民の自主的なまちづく り を支援し ていき ま
す。 また、 市民が積極的に地域活動を行う こ と ができ るよう 、 地域のコ ミ ュ ニティ
拠点の充実を図り ます。

❷市民活動への支援
市民ニーズの充足や地域課題の解決に向け、 市民・ 事業者・ 行政が適切な役割を

担い、 協力・ 補完し 合いながら 連携し てまちづく り を推進するため、 市民活動団体
等の円滑な運営や事業展開を支援し ていき ます。

発展計画２０３０の施策（ビジョン）

地域活動の基礎と なる町内会・ 自治会を中心と し た地域コ ミ ュ ニティ の機能が維持さ
れ、 「 自分たちのまちは自分たちで創る」 と いう 考えのも と 、 地域も 事業者等多様な主
体と 連携し ながら 、 市民が地域への愛着や興味、 地域住民の自主的なまちづく り への関
心を深めると と も に、 新し い考えや価値観を受け入れ、 こ ども から 高齢者まで世代を超
えて、 積極的に地域活動へ参加し 、 互いに協力・ 支え合いながら 、 安全・ 安心な生活環
境を確保し 、 自主的で活発なまちづく り が行われています。

地域には、 コ ミ ュ ニティ センタ ーをはじ め、 地域の活動拠点が充実し ており 、 市民が
活動し やすい環境が整っ ています。

また、 市民ニーズや地域課題が高度化・ 多様化し 社会での関心が高まる中、 各分野に
おいて共通の目的を持つ市民が主体と なり 、 協働し て行う 多様な活動が活発化すると と
も に、 活動の輪が世代を超えて広がり 、 市民ニーズの充足や地域課題の解決に向けて市
民・ 民間企業等・ 行政が連携のう え、 それぞれの強みを活かし た個性的で魅力的なまち
づく り につながっ ています。

市民活動支援センタ ーを中心と し た市民活動団体の円滑な運営や事業展開のサポート
が充実し 、 活動し やすい環境が整っ ています。

こ れら の社会活動により 市民や地域のコ ミ ュ ニティ が活発なまちと なっ ています。
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０５ コミュニティ

緑化活動を通じた地域貢献事業 地域住民による防災訓練

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

社会活動（地域・文化・ス
ポーツ・ボランティア活
動）に参加している人の

割合（％）

39.4
※R7年度調査

基準値を超える 100
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〇地域における自主的な活動及び地域活動への市民の積極的な参画を促進するため、地域
住民が自ら考え、自ら実践して行う地域づくり事業に対し支援します。

○安全・安心な生活環境を確保するため、地域による除排雪や町内会・自治会が維持管理し
ている公衆街路灯の整備等に対して支援を行います。

〇町内会・自治会の活動や、地域住民の活動拠点となる集会所の整備等を支援することによ
り、安全・安心なコミュニティ活動の場を確保します。

○山形市コミュニティファンドへの寄附を通じて、寄附者の社会貢献への参加や、寄附を原資
とした市民活動団体等の地域貢献事業に対する財政支援を行います。

○担い手の高齢化や人材不足等の課題を抱える市民活動団体に対しては、市民活動支援セ
ンターを通して事業運営の指導・助言を行います。

〇法人の設立や解散、事業報告、役員の変更など、N PO法人が求められる事務手続につい
て、市民活動支援センターを通してサポートを行います。

〇市民活動に関する制度改正や支援制度など、市民活動団体にとって必要又は有益な情報
について、市民活動支援センターと連携して収集・発信を行います。

〇各分野で地域課題解決に取り組む市民活動団体について、その取組や活動の成果の周知
を行い、市民活動の輪を広げます。

○市民・事業者・行政が適切な役割を担い、協力・補完しあいながら連携し、市民や地域のコ
ミュニティの活発化に向け取り組みます。

具体的な取組
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一人ひとりが限りある資源を大切にする
循環型の自然豊かな美しいまち

２０４０年のまちの姿
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発展計画２０３０の施策（ビジョン）

❶脱炭素社会の推進
環境保全を図り ながら 地域資源の有効利用を進めていく こ と で、 環境・ 経済・ 社会が

持続可能な形で一体的に発展し ていく ための取組を推進し 、 ゼロカ ーボンシティ 実現に
向けた地球温暖化対策の加速化を図り ます。

❷循環型社会の推進
市民・事業者・行政が連携し、食品ロス削減、不用品リユース、資源物分別回収など暮らしに

根差したごみの減量と再資源化の取組を進めます。また、これらの取組によって、最終処分場
への埋立量を抑制していきながら、効率的かつ長期的な運用を図っていきます。

❸自然との共生
豊かな自然環境を保全し 、 多様な生物の生息環境・ 生育環境を保ちつつ、 自然と 共生

する社会を実現するため、 迅速な情報の発信や野生動物による被害状況の把握・ 検証を
行い、 地域ぐ るみでの被害軽減に取り 組んでいき ます。

❹うるおいのあるまちづくりの推進
公園・ 緑地や街路樹等の整備に加え、 ビル敷地内を含めた市街地の緑化や親水空間の

保全を進めると と も に、 地域特有の歴史文化を踏まえた魅力ある景観形成を進め、 う る
おいのあるまちづく り を推進し ます。

市民・ 事業者へ再生可能エネルギーの利用が普及し 、 エネルギーの自家消費や省エネ
ルギーの取組が進んでいます。 あわせて、 高機能住宅の普及等により 、 盆地特有の夏は
暑く 冬は寒いと いう 気候でも 、 快適な生活を送るこ と ができ ています。 さ ら に、 脱炭素
の取組が進展し 、 ゼロエミ ッ ショ ンモビリ ティ （ 温室効果ガスや大気汚染物質を排出し
ない乗り 物） の利用へと 移行し ています。 こ れら により 、 山形市の豊かな自然が守ら れ
ています。

また、 生物多様性の保全と 生息環境の整備・ 保全と と も に、 森林整備の推進や地域ぐ
るみの鳥獣被害防止対策の強化により 人と 野生動物が共生するまちが実現し ています。
中心市街地においては、 行政と 市民・ 事業者が連携し 、 良質な緑を創出・ 維持するため、
まちづく り Ｇ Ｘ の取組が進んでいます。

行政、 市民団体、 企業、 学校など多様な主体が連携し 、 環境に配慮し た行動への変容
を促す体験型環境学習の機会が提供さ れており 、 幅広い世代に「 限り ある資源を使い捨
てにし ない」 意識が浸透し ています。

あわせて、 生ごみのたい肥化やたい肥を使っ て栽培さ れた農産物の地域での流通・ 消
費、 ごみ焼却の際に発生する熱エネルギーの利用などにより 、 地域での資源循環が「 見
える化」 さ れ、 発生するごみの効率的な循環利用が進み、 持続可能な資源循環型のまち
が形成さ れています。

加えて、 人口減少に伴う 家庭ごみ等の減少、 戸別収集ニーズの増加、 廃棄物処理従事
者やごみ収集等に係る地域の担い手の不足などの状況に対応し 、 Ｄ Ｘ による収集の効率
化や持続可能な収集運搬体制への移行が進み、 快適な生活環境が維持さ れています。
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０６ 環境

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

市内の温室効果ガス排出量
（千t-CO2）

1,33９
（R４年度暫定）

973
（R9年度暫定）

484
（R20年度暫定）

市民1人1日あたりの家庭
系ごみ排出量（ｇ/人・日）

540
（R5年度実績）

537 目標値❶を下回る
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具体的な取組

再生可能エネルギーの導入 ３R（スリーアール）促進イベント

〇ライフステージに応じた環境教育や体験型学習を推進し、環境に配慮したライフスタイルへの
変革を促します。

〇建物等の省エネルギー化を推進し、省エネルギー性能の高い設備・機器の導入を支援します。
〇再生可能エネルギー等の導入を支援し、地域のレジリエンスを高める分散型エネルギーの効

率的利用を図り、エネルギーの地産地消を進めます。
〇環境性能の高い次世代自動車の普及を促進します。
○適正な森林整備による二酸化炭素吸収量の増加と木材利用による二酸化炭素固定量の増加

に取り組みます。
○ごみ減量・もったいないねット山形や民間企業・大学等と連携し、３Ｒ（スリーアール）の促進や

リサイクルルートの拡大に取り組みます。
○生ごみのたい肥化及びたい肥を活用した農産物等の地域内循環を促進するなど、資源循環の

「見える化」を進めます。
○市民の利便性向上及び収集運搬業務の負担軽減のため、粗大ごみ収集受付のオンライン化及

び電子決済の導入等を行います。
○埋立ごみの安定・継続した受入に向けた上野最終処分場の整備を進めます。
〇身近な地域の自然とのふれあい等を通して、動植物の生息・生育環境の保全や生物多様性の

保全を推進します。
○地域との連携による鳥獣被害対策を強化し、生活被害の低減に取り組み、野生動物との共生

を目指します。
○住民、企業、団体が連携し交流しながら、持続可能な公園・緑地の保全と市街地の緑化に取り

組みます。
〇大気汚染、水質汚濁、騒音、地盤沈下などの公害を未然に防止するため、事業者等の環境コン

プライアンス意識の醸成に努め、安全・安心に暮らせる良好な生活環境を保全します。
〇市民、事業者、行政の連携により、ポイ捨てや不法投棄のない清潔な環境を保全します。
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教育環境では、 教育のＤ Ｘ により 、 こ ども 達の個別最適な学びと 協働的な学びの実現と 、
教職員の業務効率化が図ら れています。

また、 施設の老朽化が進む中でも 、 予防保全を含めた維持管理を適切かつ効率的に行い、
施設・ 設備のアッ プデート や有効利用を進め、 社会環境の変化に柔軟に応えら れる施設の利
活用がさ れています。

学校・ 家庭・ 地域（ 住民・ 企業・ 団体） と のつながり の中で、 全てのこ ども 達が温かく 支
えら れ、 質の高い教育を受けるこ と ができ 、 そし て生まれ育っ た郷土を誇り に思い、 心豊か
に成長し ていく と いう 、 山形市の目指す教育が実現し ています。 学校・ 家庭・ 地域が密に連
携し ながら 、 こ ども 達の多様な個性と ニーズに柔軟に対応でき るよう 、 公民連携など多様な
取組や支援が充実し 、 Ｄ Ｅ ＆Ｉ を重視し た教育環境が整っ ています。

生涯学習では、 多様化するニーズに十分対応でき る施設やサービスが提供さ れ、 リ スキリ
ングなど今日的課題への対応を含め、 市民の学び・ つながり ・ 高め合いがなさ れています。

また、 山形市なら ではの文化、 食、 産業、 自然などの様々な強みや素材が学校教育や社会
教育のあら ゆる場面で活かさ れるこ と で、 市民の生活文化に根付き 、 こ の市に住むこ と に誇
り と 希望を持ち生活し ています。

発展計画２０３０の施策（ビジョン）

❶安全・安心な教育環境の整備
こ ども 達に安全・ 安心で、 良好な教育環境を提供し 続けるため、 予防保全を含めた維持管

理を 適切かつ効率的に行う と と も に、 防犯対策や熱中症対策・ 通学路等の交通安全対策と
いっ た社会環境や自然環境等の変化にも 柔軟に対応し た、 施設や設備のアッ プデート を一層
進めていき ます。

❷魅力ある学校づくりの推進
全ての児童生徒が良質な教育を享受でき るよう 、 多様な個性と ニーズに対応し た教育と 学

びの場を提供し 、 魅力ある学校づく り を推進し ます。
また、 教育Ｄ Ｘ により 、 児童生徒の個別最適な学びと 協働的な学びの一体的な充実を目指

すと と も に、 教職員の働き 方改革を推進し ます。 商業高等学校では、 ビジネス分野に特化し
た学校の特色を最大限活かし ながら 、 社会の多様な担い手たちと 協働し 、 地域に根差し た人
材が育まれる学校づく り を推進し ます。

❸学校・家庭・地域のネットワーク構築
学校・ 家庭・ 地域による連携・ 協働体制のも と 、 地域の特色を活かし た学びや体験の機会

を提供し 、 生まれ育っ た郷土への愛着を育みながら 、 こ ども 達の心身と も に豊かな成長を支
えていき ます。

❹多様な学びのニーズへの対応
公民館の利活用や事業展開等について、 公民連携を含めた様々な手法を検討し 、 市民の多

様な学びのニーズに十分に対応でき る環境を構築し ていき ます。 また、 本のひろ ばや電子書
籍サービスなどの取組を通し て、 市民が一層本に親し むこ と ができ る機会の充実を図っ てい
きます。 さ ら に、 スマート シティ 構想の実現を担う 人材を育成するため、 Ａ Ｉ を学ぶ高校生
等の部活動を支援し ます。

第
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2040年のまちの姿
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成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

学校が楽しいと感じる児童生
徒の割合（全国学力・学習状況

調査）（％）

小学校：８2．5
中学校：７８．9

（R6年）

小学校：９０．０
中学校：９０．０

小学校：９０．０
中学校：９０．０

ＩＣＴを活用して自分の学びを
充実できると答えた児童生徒

の割合（児童生徒の実態に係わ
る調査）（％）

86.5
（R5年）

100 100

地域学校協働活動への
地域住民の参画人数（人）

6,121
（R５年度）

9,000 9,000
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電子黒板を活用した授業風景 山形市立商業高等学校の外観

○安全・安心かつ利便性に長け、効率的な運用が可能な施設や通学環境の整備を推進し
ます。また、学校卒業生や企業の「学校を応援したい気持ちを応援する」ため、寄附制度の
充実も図りながら、教育環境の更なる改善を進めていきます。

○不登校やいじめ対策、特別支援教育、部活動改革などの取組の充実を図り、こども達の
多様な個性とニーズに対応し、誰もがいきいきと学ぶことができる教育環境の整備を進め
ます。

〇児童生徒と保護者の抱える様々な悩みや困りごとに早い段階で気づき、寄り添うことがで
きる相談体制づくりに取り組むとともに、多様な学びのニーズに対応するため、居場所づ
くりなどに取り組みます。

○教育ＤＸを更に推進し、多様な教育的ニーズに応え、教育効果の向上を図ることができる
よう、教職員研修やＩＣＴ教育支援員の活用を充実させ、児童生徒一人ひとりの学習スタ
イルや進度に合わせた質の高い教育を提供します。

○ICTを活用した業務効率化等の取組により、教職員が児童生徒と向き合える時間を創出
し、児童生徒への理解を更に深めていくとともに、教育課題の解決に向け、研修等により
教職員の資質・能力向上を図ります。

○将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむことができるよう、中学
校の部活動改革を地域と連携しながら進めることにより、生徒のニーズに応じた多様で豊
かな活動を支える持続可能な環境整備と、教職員の働き方改革の推進による教育の質の
向上を図ります。

○生まれ育った郷土への愛着を育みながら、こども達の豊かな成長を支えていくため、学校
運営協議会と地域学校協働活動の一体的推進や家庭教育支援の充実を図り、学校・家
庭・地域の連携・協働体制づくりを推進します。

○市民や地域が抱える今日的な課題の解決に向け、一人ひとりが主体的に学びいきいきと
活動することのできる環境の整備を推進します。また、「本のひろば」の継続的な運営やイ
ンターネットを介した電子書籍サービスの導入により、これまで本との接点が少なかった
市民を含め、多くの市民が一層本に親しむことのできる機会の充実を図ります。

具体的な取組
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山形市は、 豊かな自然と 、 教育や病院などの充実し た都市機能があり 、 子育てがし や
すい環境が整っ ています。 こ う し た山形市の強みに加え、 天候に左右さ れず、 誰も がの
びのびと 遊べる屋内型児童遊戯施設や障がいのある子も ない子も 分け隔てなく 保育・ 教
育を受けら れるイ ンク ルーシブな環境が整備さ れていると と も に、 こ ども 家庭センタ ー
を中心と し て、 児童虐待やヤングケアラ ーなどに対する支援体制が強化さ れているこ と
により 、 安全・ 安心と こ ども 達の笑顔があふれています。

また、 仲間づく り や情報交換、 結婚・ 子育てに関する相談が気軽にでき る場や地域住
民と の交流機会が充実し て、 身近な相談支援体制も 強化さ れています。 加えて、 医療費
や保育料などの子育てに関する経済的な負担軽減や結婚・ 妊娠・ 出産・ 育児までの切れ
目のない支援により こ ども を産み育てやすい環境が確保さ れています。 また、 誰でも 気
兼ねなく 利用可能な保育などがさ ら に充実し 、 多様なニーズに対応し て、 子育て世代が
子育てを楽し める環境と なっ ています。

さ ら に、 地域や事業者の「 こ ども まんなか」 の意識の醸成やこ ども の意見を聴き 、 施
策に反映さ せるための仕組みが整っ ているこ と に加え、 子育てサロン、 子ども 食堂及び
放課後児童ク ラ ブなどのこ ども の居場所が充実し 、 地域全体でこ ども と 子育てを支援す
る体制が整備さ れています。

また、 Ｄ Ｘ により 、 子育てに関する手続等の利便性が向上すると と も に、 保育現場の
事務の適正化・ 効率化がこ ども や子育てを支える持続可能な体制にも つながっ ています。

❶結婚・妊娠・出産・育児までの切れ目のない支援
結婚を 希望する 方の出会い支援から 経済的理由によ り 結婚に踏み切れない若年層に対

する支援、 全ての妊産婦・ 子育て世帯・ こ ども の包括的な相談支援を 行う こ ども 家庭セ
ン タ ーを 中心に、 おやこ よ り そいチャ ッ ト やまがた、 妊婦健康診査、 産後ケア事業の実
施など段階に応じ た切れ目のない支援を 推進し ていき ます。 また、 １ か月児から ５ 歳児
までの各時期に、 その成長段階に応じ た各種健康診査等を 実施し 、 必要な支援につなげ
るこ と で、 こ ども の健やかな成長を確保し ていき ます。

❷安心して子育てできる環境づくり
「こどもまんなか」の実現のため、安全・安心な保育環境を確保し、多様な保育ニーズに対応す

る質の高い保育サービスを提供できるよう、保育士の確保と乳児等通園支援事業などのさらな
る充実、民間立保育施設の整備に対する支援と老朽化した市立保育施設の整備及び改修、保
育現場のＤＸ推進、こども医療給付や保育料の無償化など経済的負担の軽減、良好な子育て住
宅の確保に向けた支援に取り組んでいきます。

❸地域社会全体でこどもと子育て世帯を支援する環境づくり
地域や事業者の「 こ ども まんなか」 の意識の醸成や、 こ ども の意見を 聴き 、 施策に反

映さ せる ための仕組みづく り を 推進すると と も に、 地域で支える 子育て支援と し て子育
てサロ ン の運営支援や子育て支援セン タ ーの運営を 推進し 、 加えて、 ヤングケアラ ーや
児童虐待など、 厳し い環境にある こ ども や子育て世帯に対する 相談支援や、 地域でこ ど
も を 見守り 支援するこ ども の居場所づく り の推進を 図り 、 妊娠から 出産・ 子育てにかけ
て生じ る不安や悩みの軽減に取り 組みます。
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天候にかかわらずのびのび遊べる
屋内型児童遊戯施設

親子が集う子育て支援センター

〇結婚を希望する方に出会いの機会を創出するとともに、経済的理由により結婚に踏み切れ
ない若年層に対しては、国の交付金を活用し結婚に伴う新生活に必要な費用の支援を行い、
少子化対策の推進を図ります。

○１か月児から５歳児までの各時期に健康診査を実施することで、乳幼児の疾病や発育・発達
の課題を早期発見するとともに、産後ケア事業や妊婦等包括相談支援事業（伴走型相談支
援）等の実施により、不安を抱えやすい妊娠期から出産・子育て期までの妊産婦等に、切れ
目のない相談及び支援体制を推進していきます。

○おやこよりそいチャットやまがたやこども家庭センターなどの包括的な相談及び支援体制の強
化を図ります。

〇子育ての負担軽減のため、こども医療給付や保育料の無償化などの経済的支援を行います。
〇誰でも気兼ねなく利用可能な保育など、多様なニーズに対応する保育の充実を図ります。
○デジタルを活用し、情報提供の充実や手続の簡素化及び利便性向上を図るとともに、保育現

場の事務の適正化・効率化を図り、保育人材確保など、こどもが安心して過ごせる保育環境を
築いていきます。

○こどもたちの笑顔のために、のびのびと遊べる屋内型児童遊戯施設の運営に加え、障がいの
ある子もない子も分け隔てなく保育・教育を受けられる環境整備を推進します。

○こどもや子育て世帯を地域社会全体で支えるため、「山形市こどもまんなか応援サポーター宣
言」に基づき、「こどもまんなか」の意識醸成や、こども・若者の意見を聴き、施策に反映させる
ための仕組みづくりを推進します。

〇子ども 食堂や放課後児童ク ラ ブの安定的な運営などにより 、 こ ども の居場所づく り を推
進し 、 地域の中でのき め細やかな見守り や育成支援の充実を図り ます。

〇子育て世代に対し、市営住宅の空き室を活用した子育て環境の優れた住宅の改修や、民間の
空き家等の活用を進めます。

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

４か月児健康診査で「この地
域で、今後も子育てをして
いきたい」と思う人の割合

（％）

96.9
（R5年度）

97.0 97.0

「今の自分が好きだ」と思う
こども（中高生）の割合

（自己肯定感の高さ）（％）

60.5
（R6年）

70.0 70.0

合計特殊出生率
1.16

（R5年）
基準値を上回る 目標値❶を上回る

具体的な取組
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高齢化社会においても 、 必要な医療・ 介護が充足し 、 市民が安心し て暮ら し ていける持続可能
な活力あるまちづく り を具現化し ていく ため、 「 Ｓ Ｕ Ｋ Ｓ Ｋ 生活」 を推進し て市民が自発的に生
活習慣病の発症予防に取り 組んでいます。 後期高齢者になっ ても 健康でいき いき と し た日々を過
ごし 、 役割を持っ て地域への貢献ができ るよう に、 働き 盛り 世代から 健康づく り を意識・ 実行す
る社会が実現し 、 健康寿命が延伸し て健康医療先進都市と 「 歩く ほど幸せになるまち」 の都市ブ
ラ ンド が確立し ています。 生活衛生の確保については、 食品営業施設の食の安全・ 安心が確保さ
れ、 公衆浴場等の営業施設の衛生的な環境が維持さ れています。 加えて、 生涯を通じ た女性の健
康づく り への支援が充実し ています。

また、 Ｄ Ｘ やデータ 連携、 保健所業務の効率化、 研究機関や企業等と の共同研究等に関する連
携、 潜在医療職の活用に加え、 専門性の高い人材の育成により 保健所体制が強化さ れるこ と で、
市民ニーズの多様化や利便性向上、 デジタ ル技術の進化、 労働力不足が進む状況下においても 、
健康分野業務の安定継続や、 保健師等の専門職による地域の特性に応じ た保健活動の展開、 医療
機器や医薬品・ 食品など医療系企業の誘致に向けた環境整備が実現し ています。

併せて、 多機関連携の強化や専門機関と の連携による多様な相談体制の構築や、 学校と 連携し
た児童生徒へのＳ Ｏ Ｓ の出し 方教育、 自殺対策の推進など、 地域内でのつながり の希薄化や家族
関係の多様化・ 複雑化に伴う 孤独を抱える市民等を支援するための心の健康増進に向けた取組が
充実し ています。

❶ＳＵＫＳＫ生活の推進による健康寿命の延伸
健康寿命の延伸を図るため、食事( Ｓ) 、運動( Ｕ) 、休養( Ｋ) 、社会参加( Ｓ) 、禁煙・受動喫煙防止( Ｋ)

に留意する「ＳＵＫＳＫ生活」を推進していきます。

❷エビデンスに基づく生活習慣病の予防促進
健診等の受診促進を図りながら各種データ等の収集を図るとともに、研究機関等と連携した共同研

究などによりエビデンスに基づいた政策立案を推進します。また、これらの結果に基づき、予防歯科や
足の健康づくり等を通して生活習慣病の予防促進を図っていきます。

❸女性の健康支援
女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々を過ごせるよう、女性特有の様々な健康課題につい

て、気軽に相談できる環境づくりを行っていきます。併せて、プレコンセプションケアを推進することによ
り、若い世代の男女が性や妊娠に関する正しい知識を身に付け、自らが思い描くライフプランの実現に
寄与していきます。

❹心の健康の保持・増進
自殺対策における周知啓発や相談、児童生徒への心の教育の推進等、市民の心の健康の増進を図

り、自殺の防止やひきこもり者への支援を図っていきます。

❺生活衛生の確保
食品営業施設、公衆浴場・旅館業等の監視・衛生指導の実施により、食の安全・安心、衛生的な環境

の整備を図ります。また、猫の不妊や去勢手術費用の一部を補助することにより、不適切な繁殖による
環境悪化を防ぐとともに、市民の動物愛護の意識を高めます。さらに、２市１町（山形市、上山市、山辺
町）で新たな斎場の整備に向けて検討を行います。
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ＳＵＫＳＫ生活の実践に向けた健康づくり講座健康ポイント事業ＳＵＫＳＫイメージ図

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

年に１回以上、歯科健診
を受けている人の割合

（％）

70.8
※R7年度調査

基準値を超える 100

健康寿命（歳）
男性 80.70
女性 85.07

（R４年）

男性 81.48
女性 85.12

（R９年）

男性 83.19
女性 85.70

（R20年）

健康ポイント事業
ＳＵＫＳＫ累計登録者数

（人）

１３,７６１
（R5年度）

29,000 43,000

○健康寿命の延伸に向けて、市民に対するＳＵＫＳＫ生活の更なる浸透を目指し、動画等を活
用した周知啓発に取り組むとともに、健康ポイント事業ＳＵＫＳＫやＳＵＫＳＫレシピ集の発行
などにより、市民による自発的な健康づくり活動を促進します。

○保健所のシンクタンク機能や山形大学医学部及び企業等との連携により、健診結果や歩数
など各種データを活用した科学的分析を行い、エビデンスに基づいた政策立案を推進する
とともに、予防歯科や足の健康づくり等の取組を通して生活習慣病の予防を促進します。

○ライフステージやホルモンバランスの変動によって、様々な健康課題を抱えやすい女性に対
して、健康の保持・増進を図ることを目的に、気軽に相談できる環境づくりを行い、生涯を通
じた健康支援を目指します。併せて、プレコンセプションケアを推進することにより、若い世
代の男女が性や妊娠に関する正しい知識を身に付け、自らが思い描くライフプランの実現に
寄与していきます。

○心の健康の保持・増進に向けて、精神保健業務のＤＸを推進するとともに、関係機関との連
携による支援、相談体制の強化及びＳＯＳの出し方教育に取り組みます。

○食品営業施設のH A CCP（ハサップ）の浸透による事業者自らの衛生管理の向上、公衆浴
場・旅館業への監視指導の強化によるレジオネラ症の感染防止を図り、衛生的な環境整備
に取り組みます。
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テーマⅡ ひとを育む

政策分野2

市内に大学病院や多く の基幹病院・ 診療所が所在する強みを 活かし 、 疾病・ 感染症の予防、
早期発見、 高度医療、 療養、 看取り など、 各ステージにおける保健・ 医療体制が充実し 、 住ま
い・ 医療・ 介護・ 予防・ 生活支援が一体的に提供さ れる地域包括ケアシステムの深化・ 推進が
図ら れ、 地域全体で治し 支える地域完結型医療が提供さ れるまちが形成さ れています。

また、 医師を はじ め、 専門人材の不足、 高まる医療・ 介護ニーズに対応するため、 遠隔によ
る医療や診察・ 健診、 予防接種のＷｅ ｂ 手続などのデジタ ル化が進み、 保健・ 医療・ 福祉の強
固な連携を 基盤にし た保健医療及び介護サービス等が効率的かつ安定的に提供さ れる体制が整
備さ れています。

救急医療体制については、 救急隊と 医療従事者の連携がより 円滑になるこ と に加え、 Ａ Ｉ 診
断予測などデジタ ル化による 効率的な救急対応などにより 、 医療機関への早期搬送が実現し て
います。 さ ら に、 市民がかかり つけ医を持つこ と や、 病気・ も し も の時についてあら かじ め考
えるこ と の大切さ が浸透し 、 適切な医療受診と 救急要請につながっ ています。

医療機関においては、 かかり つけ医など身近で頼り になる診療所と 専門医療を担う 病院の連
携構築が進み、 日常生活における健康の相談から 傷病による受診や通院、 入院治療や救急医療、
退院後の療養、 看取り まで安心し た医療提供がさ れています。 それに加え、 市医師会及び在宅
医療・ 介護連携室「 ポピー」 、 地域包括支援センタ ー等が地域の保健・ 医療・ 介護・ 福祉・ 地
域福祉関係者の顔の見える連携を 促進するこ と により 、 医療や介護を 必要と する方が安心し て
希望する地域で生活を送るこ と ができ ています。

こ のよう な医療や介護を安定的に受けら れるこ と で、 市民の健康や安心につながるデータ の
蓄積と 活用がなさ れ「 健康医療先進都市」 の都市ブラ ンド が堅実なも のと なっ ています。 さ ら
には、 医療機器や医薬品・ 食品などの医療系企業や介護サービスの関連産業が山形市に集まり 、
新し い技術の創出や移住促進、 交流人口の拡大などにより 、 まちに活力が生まれています。

❶医療体制の充実
切れ目ない医療・介護提供体制構築に向け、疾病の早期発見・早期治療につなげる特定健診や

各種がん検診の受診促進、最先端の高度医療を含む治療等に対する支援、医療用ウイッグの購入
支援等による治療と就労の両立支援、医療・介護等の関係機関の連携促進、市立病院済生館を基
幹とした病診連携による地域医療体制を推進し、誰もが安心して希望する地域で生活を送ることが
できる体制の構築を図ります。

❷感染症の予防対策の充実
各種予防接種や感染症の検査・ 健診等の充実、 高齢者施設等を 対象と し た研修会の開催、

Ｓ Ｎ Ｓ など様々な広報手段を 活用し た市民への積極的な情報発信を 通し て正し い知識の普
及・ 啓発等を行い、 感染さ せない、 広げないための多様な予防措置を講じ ていき ます。

❸救急体制の充実・強化
救急救命士の技術研鑽と 医療機関と の連携強化を 図ると と も に、 救急車への救急救命士複

数搭乗など救急搬送体制強化及び救急医療情報共有システムによる救急業務の効率化を 推進
し ていき ます。 また、 ２ ４ 時間健康・ 医療相談サービスについては、 医師及び看護師等の専
門スタ ッ フ が、 地域住民の持つ不安や体調不良時の対応の相談を 受け付け、 安心し て生活で
き る環境づく り を継続し て提供し ていき ます。

❹市立病院済生館の新病院整備
医療技術の進歩等に対応し て質の高い医療環境を 提供すると と も に、 災害や新興感染症等

にも 適切に対応でき る機能を 有し た新病院の整備を推進し ていき ます。
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１０ 医療

救急医療情報共有システムを活用した現場活動 回転ガントリー照射室
提供：山形大学医学部東日本重粒子センター

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

年に１回以上、健康診断
を受けている人の割合

（％）

79.3
※R7年度調査

基準値を超える 100

胃がんの標準化死亡比
男性 104.1
女性 130.0

（H30年～R４年）

男女ともに
100.0以下

男女ともに
100.0以下
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○疾病の発症予防に係る普及啓発や各種がん検診等による早期発見と適切な治療への誘導などを
実施します。

○健診Ｗｅｂ予約システムの導入や問診票等の電子化、マイナンバーカードとの情報連携による健診
結果等の確認などデジタル化を推進し、市民の利便性を高め、健診受診率向上を図ります。

〇山形大学医学部が開設した「次世代型医療用重粒子線照射装置施設」における最先端の高度医
療について、より多くの市民が利用できるよう経済的支援を実施します。

〇がんやその治療による外見の変化に伴う心理的負担等を軽減するためのアピアランスケアの推進
など、がん患者等の治療と就労の両立を支援します。

○身近で頼りになる診療所と専門医療を担う病院の役割分担と連携体制の構築を進めるため、かか
りつけ医を持つことの大切さについて周知啓発します。

○本人の希望に基づき、在宅療養を選択できることについて啓発するとともに、在宅医療や介護
サービス、相談先等に関する情報発信を充実するとともに、関係機関の意思決定支援に関する対
応力を強化します。

○日常生活における健康相談から受診や通院、入院治療や救急医療、療養、看取りまで安心できる
体制の構築に向け、山形市のビジョンの共有化を図りながら、医療と介護の一体的な提供ができる
よう、医師会などの職能団体、医療・介護サービス事業所などの関係機関との連携を強化します。

○不妊に悩む夫婦の不妊治療に係る負担を軽減し、出産に対する希望が叶うよう支援します。
○感染症の発生に備えて、保健所や高齢者施設等において感染症対策に対応できる人材の育成や

市民等への正しい知識の周知啓発に取り組みます。
○2 4 時間健康・医療相談サービスを引き続き提供し、市民が安心して生活できる環境づくりを行いま

す。
○救急医療情報共有システムにより情報共有の正確性向上と迅速化を実現し、統計データやA Iを用

いた救急業務の効率化を推進します。
○救命率の向上に向けて、市民のニーズに応えた様々な応急手当講習を展開します。
○市立病院済生館を基幹として、診ます会等の取組や研修の企画実施等を通じ、病診連携による地

域医療体制を推進するとともに、医療ニーズへの適切な対応を図るため新病院の整備を進めます。

具体的な取組
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健康医療先進都市の確立に向け、 市民一人ひと り の意欲に働き かけながら 、 現役世代から 生涯に
わたっ てＳ Ｕ Ｋ Ｓ Ｋ 生活を推進する事業等を関係部署や専門機関と 連携し て推進するこ と により 、
将来の介護予防や健康寿命の延伸につながっ ています。

また、 個性や多様性を認め合いながら 、 と も に生活でき るイ ンク ルーシブ社会の構築に向け重層
的支援が充実し 、 支援を必要と する市民への偏見や差別がなく なっ ています。 さ ら に、 身近に何で
も 丸ごと 相談でき る環境が整備さ れるこ と で、 市民誰も が自分の生き 方を自分で決めるこ と ができ 、
自ら の望む暮ら し を持続するためのサービスを安心し て利用でき る体制や支え合いの地域が形成さ
れています。 加えて、 住宅確保要配慮者が安心し て健康に暮ら せる住まいを確保できる取組がなさ
れています。 その際、 市民ニーズの多様化・ 複雑化や利便性向上、 デジタ ル技術の進化、 生産年齢
人口の減少による労働力不足への対策等の観点から 、 福祉分野においても デジタ ル化が進み、 業務
改善活動やサービスの質の向上、 担い手と なる人材の確保・ 定着に向けた取組が加速し ています。

住民同士の独自の支え合いやコ ミ ュ ニティ が息づいており 、 地区内の様々な活動主体が地域の課
題解決に取り 組んでいます。 こ う し た地域のつながり を健康・ 医療・ 介護・ 福祉等の専門機関の活
動と 融合さ せ、 横断的な取組を推進するこ と で持続可能なまちづく り を進め、 ウェ ルビーイ ングを
実感でき る地域共生社会の実現につながっ ています。

❶地域福祉の充実
少子高齢化や地域でのつながり の希薄化等が進む中、 ひき こ も り 、 生活困窮、 災害時の避難支援

などの課題に対し 、 こ ども ・ 高齢者・ 障がい者など全ての人々が役割を持っ て、 地域、 暮ら し 、 生
き がいをと も に創り 、 支え合う 「 地域共生社会」 の実現に向けて取り 組んでいき ます。

❷介護福祉人材確保・定着に向けた総合的取組
高齢者や障がい者の介護等を 支える介護福祉人材の確保に向け、 離職防止・ 生産性向上を柱に介

護福祉現場の革新に向けた取組を総合的に実施し ていき ます。

❸障がい福祉の充実
障がいのある方が、 地域で安心し ていき いき と 社会生活を営み、 積極的に社会参加し 、 生き がい

のある自立し た生活を送れるよう 、 在宅生活への支援や就労支援など個々のニーズに応じ たき め細
かい支援及び各サービスの提供体制の充実を図ると と も に、 差別の解消や権利擁護に関する取組を
推進し ていき ます。

❹高齢者福祉の充実
高齢者が住み慣れた地域でと も に支え合い、 地域活動や就労的活動などをと おし て積極的に社会

に参加し 、 自分ら し く チャ レ ンジでき るまちづく り を進めます。 高齢者が子育て支援を含む就労や
ボラ ンティ ア活動に積極的に参加するこ と で、 高齢者自身の生き がいと 健康づく り に加え、 安全・
安心な子育て環境づく り につなげます。 日常生活での移動や買い物等の外出を支援するため、 公共
交通施策による生活交通の維持改善を含む多様な移動手段の確保に取り 組みます。 疾病予防等の保
健事業と 高齢者の介護予防事業が連動し た一体的な支援を推進し ていき ます。 認知症になっ ても 地
域の中で希望と 役割を持っ て暮ら し 続けるこ と ができ る地域づく り を進めながら 、 たと え介護や医
療等の支援が必要になっ ても 、 個人と し ての尊厳を保ち、 住み慣れた希望の場所で人生の最期まで、
安心し ていき いき と 暮ら せるよう 、 多様な関係機関が連携協働し 、 住まい・ 医療・ 介護・ 予防・ 生
活支援が一体的に提供さ れる地域包括ケアシステムの深化・ 推進に向けた取組を進めていき ます。

❺住環境の充実
住宅確保要配慮者の住宅確保に向け、 市営住宅の空き 室を活用し た改修や民間住宅の空き 家等の

活用により 安心し て暮ら せる住環境の充実に取り 組んでいき ます。
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１１ 福祉

介護予防に取り組む居場所づくり（あいあい広場）

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

「我が事・丸ごと地域づ
くり推進事業」における

実施拠点数（件）

23
（R７年２月末時点）

35 60

要介護認定を受けずに
健康に生活している
高齢者の割合（％）

83.2
（R5年9月末時点）

83.2 83.2
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金澤 翔子 氏 作 「共 に 生 き る 」

この作品は、ダウン症の書家 金澤 翔子さんが、令和
元年（２０１９年）１０月２０日に山形市庁舎で開催した「心
のバリアフリー研修会」にて席上揮毫したものです。

「共に生きる」というこの書は、障がいがあってもいきい
きと活躍している翔子さんから「共生社会の実現」を目指
す山形市への力強いメッセージです。

○ＳＵＫＳＫ生活推進事業との連携による介護予防、健康寿命延伸の取組を行います。
○重層的支援体制整備事業、我が事・丸ごと地域づくり推進事業の取組等を通じ、いつでもど

こでも誰にでも気軽に相談できる体制を整備・拡充します。
○高齢者及び障がい児者の事業所等において、サービスの質の向上及び人材の確保・定着に

向け、介護の魅力発信、生産性向上、ＤＸの推進、ハラスメント対策等の取組を一体的に行い
ます。

○地域で多様な活動にいきいきと参加できる機会の確保や就労等を通じ、個性や能力の発揮、
社会参加の促進を図ります。高齢者の「聴こえ」の状態を改善し、人とのコミュニケーションや
社会活動への参加を促進することで、介護予防や認知症予防に取り組みます。

○障がいや認知症、ひきこもりなど支援を必要とする市民への理解を深め、個性や多様性を認
め合い、支え合う地域づくりを促進します。

〇障がいのある方の工賃向上に資する効果的な取組を行うことにより、地域における自立した
生活の持続や就労を通じた地域社会への参画の推進などを図ります。

○各地区における個別ニーズ等に応じた地域福祉活動の取組を支援するとともに、障がい児者、
要介護者等の個別避難計画作成を通じた地域づくりにも取り組みます。

○高齢者支援の分野で取り組んできた安心の住まい確保を含む地域包括ケアシステムの考え
方や実践をさらに深化させ、地域共生社会の実現に向け、障がい者等の他分野にも展開を図
ります。

〇低所得者、高齢者、障がい者などのニーズに対する住宅支援を強化するため、市営住宅の空
き室を活用した住宅の改修や、民間住宅の空き家等の活用により、安心して暮らせる住環境
づくりに取り組みます。

具体的な取組
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山形市には、 ユネスコ 創造都市ネッ ト ワーク の認定分野である 「 映画」 を はじ め、
音楽、 美術、 文学、 食、 伝統工芸、 茶道、 華道、 書道など、 先人から 受け継ぎ育まれ
てき た多彩な文化があり ます。 山形国際ド キュ メ ン タ リ ー映画祭や山形交響楽団のよ
う に、 すでに高い評価を 得ている地域資産は、 市内外での認知度がさ ら に向上し 、 山
形市の誇り と し て継承さ れています。 こ れら の多彩な文化に接する機会の充実、 活動
を 支える環境の整備・ 活用、 担い手の育成・ 支援を 図るこ と によ り 、 文化の本質的価
値が高まっ ています。

また、 文化芸術団体と の連携や、 文化と 様々な分野と の連携、 ユネスコ 創造都市
ネッ ト ワーク を 活用し た都市間交流や国内外への情報発信により 、 文化から 新し い価
値が創出さ れています。

さ ら に、 山形ら し さ を 形成し ている貴重な文化財については、 効果的に保存・ 活用
を 図る こ と によ っ て、 文化財を 軸と し た人のつながり を 生み出し 、 持続可能なまち づ
く り に寄与し ています。

やまがたク リ エイ ティ ブシティ セン タ ーＱ １ や市民会館などの文化施設については、
長寿命化を 図る ため、 計画的な修繕等を 行う と と も に、 市民が文化に直接接する機会
を 提供し ながら 、 文化活動や文化から 新し い価値を 創出する 活動に取り 組む場と し て、
文化創造都市を支える基盤と なっ ています。

こ う し た活動が活性化するこ と によ り 、 地域の活力と 魅力が向上し 、 「 文化創造都
市」 の都市ブラ ンド が確立し ています。

❶創造的活動の機会の充実・担い手の育成と支援
山形国際ド キュ メ ンタ リ ー映画祭など映画・ 映像文化を基軸と し た事業や、 やま

がた秋の芸術祭・ やまがた冬の芸術祭、 Ｑ 1プロ ジェ ク ト 推進事業などを 通じ て、
市民の文化創造都市への理解促進と 、 文化鑑賞・ 体験の機会の充実を図っ ていき ま
す。

❷文化財の効果的な保存・活用
貴重な文化財を後世に継承するため、 文化財の現況把握と 価値の調査を 行いなが

ら 、 適切な保存を図っ ていき ます。 また、 文化財を 地域振興や地域観光の資源と し
て有効活用し ていき ます。

❸文化施設の整備
様々な文化事業を実施し 、 文化芸術の振興に寄与すると と も に、 市民や文化芸術

団体による自主的な活動を支援する拠点と し て、 文化施設を適切に維持管理し てい
き ます。 加えて、 まち の回遊性の向上により 中心市街地の賑わいの創出を図るなど、
文化芸術の振興を はじ め地域課題の解決に資する施設と し て、 新市民会館を整備し
ます。

2040年のまちの姿
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１２ 文化

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

月に１回以上、歴史・芸術・
伝統芸能・音楽・映画など
の文化活動に参加・鑑賞

した人の割合（％）

48.9
※R7年度調査

基準値を超える 100

Q１プロジェクトがきっか
けで生まれたアイデアや
商品、サービスの数（件）

35
（R5年度）

40 40
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Ｑ市マルシェ 山形国際ドキュメンタリー映画祭

〇市民に文化の多様性に触れる機会を創出する「山形国際ドキュメンタリー映画祭」の開催や、
映画・ドラマ等のロケーション撮影を支援する「フィルム・コミッション推進事業」を継続していく
ことにより、ユネスコ創造都市ネットワークに認定された「映画都市」としての更なる発展を目指
します。

〇山形市創造都市推進協議会では、ユネスコ創造都市ネットワーク加盟都市との都市間連携や
情報発信により、映画・映像文化を基軸とした多彩な文化を活かしたまちづくりを推進します。

〇まち全体を文化芸術のステージに見立て、多くの市民が多彩な文化芸術に参加したり、身近に
触れることができるイベント「やまがた秋の芸術祭」「やまがた冬の芸術祭」を実施し、「文化創造
都市」を推進します。

〇「やまがたクリエイティブシティセンターＱ１」がクリエイティブな人材と企業等をつなぐプラット
フォームとなり、山形市の多彩な地域資産から新たな価値を生み出す創造的活動の活性化を
図ります。

〇市内の複数の流派の協力により開催される全国的にも珍しい大寄せの茶会「鈍翁茶会」を継
続して実施するほか、山形市の文化芸術活動の中心的な役割を担う「山形市芸術文化協会」、
「山形交響楽団」、「山形美術館」等との連携により、文化の着実な継承と文化鑑賞・体験の機
会の充実を図ります。

〇「山形市民文化賞」等の顕彰制度や、市内文化芸術団体の活動及び文化芸術イベント開催へ
の支援を継続し、担い手の育成を図ります。

〇生涯にわたり、文化芸術を享受することができる環境づくりという視点を重視しながら、中学校
の部活動の地域展開等を推進します。

〇山形城の復原を進め、国の史跡にふさわしい歴史・文化を活かした都市公園として整備するた
め、発掘調査を推進するとともに、今後の整備の方向性を検討します。

〇市指定文化財を適切に保存するため、定期的に現況調査を実施するとともに、所有者に対して
防災・防犯意識の醸成を図ります。

〇市民や団体等の理解・協力を得ながら、幅広い文化財の保存・活用を進めることにより、文化
財を軸とした人のつながりを生み出し、関係人口や交流人口の増加を促進します。

○市有文化施設の計画的な修繕を行い、市民が文化鑑賞や文化活動に取り組み、創造性を育
む環境を整えます。

〇新市民会館については、催しが行われていないときでも誰もが気軽に立ち寄り、滞在すること
のできる場所や環境を整え、日常的な居場所や交流の場となることにより、まちなかの賑わい
創出を図ります。

具体的な取組



第
２
章

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

スポーツ熱の高い健康で活気あふれるまち

１３ スポーツ

テーマⅡ ひとを育む

政策分野2
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発展計画２０３０の施策（ビジョン）

❶身近でスポーツに親しむことができる環境整備
市民の誰も が幅広く スポーツに親し み、 健康な体づく り をより 効果的に行えるよ

う 、 日常的に使用でき る身近なスポーツ施設の整備等により 、 健康の保持・ 増進の
ためのスポーツ活動に対する市民ニーズに応じ たスポーツ環境を充実さ せます。

❷地域交流の拡大と活性化
山形県を本拠地と し ている「 モンテディ オ山形（ サッ カ ー） 」 「 パスラ ボ山形ワ

イ ヴァ ンズ（ バスケッ ト ボール） 」 のほか、 山形市と 隣接する仙台市を本拠地と し 、
山形市と パート ナー協定を結ぶ「 東北楽天ゴールデンイ ーグルス（ 野球） 」 等、 身
近に触れ合う こ と ができ るプロスポーツチームと の連携、 全国から 参加がある山形
まるごと マラ ソ ンや国際規格の施設でのスキージャ ンプ大会の開催を通じ て、 地域
交流の拡大と 市内外から の誘客等による地域経済の活性化を図っ ていき ます。

❸多様なスポーツを通じた健康増進への対応
市民が身近なスポーツに親し むこ と ができ 、 健康な体づく り を推進でき るよう 生

涯スポーツの普及啓発に努めると と も に、 多く の市民が関心や適性等に応じ てそれ
ぞれに合っ たスポーツを体験する機会を提供するため、 スポーツや健康づく り に親
し むき っ かけをつく る場と し て山形市民スポーツフ ェ スタ を開催し 、 市民の生涯ス
ポーツの推進や健康づく り への意識の高揚を図っ ていき ます。

年齢、 性別、 障がいの有無に関わら ず、 市民の誰も が各ラ イ フ ステージに応じ た多
様なスポーツ を 実施・ 観戦する こ と ができ 、 多く の市民に多様なスポーツ の「 する 」
「 みる 」 「 さ さ える 」 「 つく る ／はぐ く む」 「 あつまり 、 と も に、 つながる 」 「 誰も
がアク セスでき る 」 機会やスポーツ サイ エン ス・ スポーツ Ｄ Ｘ 等を 駆使し た機会が提
供さ れています。 こ のため、 スポーツ 参画人口が拡大し 、 身近で気軽にスポーツ に親
し むこ と によ る適度なスポーツ 活動の習慣化が図ら れ、 運動不足の解消につながり 、
生活習慣病の予防や健康寿命が延伸し ています。

また、 スポーツ 指導者の育成やジュ ニア選手の育成によ り 、 アスリ ート の競技力向
上の推進、 長期的な競技力向上を 支える こ と 、 ト ッ プアスリ ート や次世代の育成に取
り 組み、 競技ス ポーツ の底辺拡大が図ら れていま す。 あわせて、 持続可能な 各種大
会・ スポーツ イ ベン ト の開催やプロスポーツ と の連携などを 通じ て、 スポーツ プレ ー
ヤーが輝ける と 同時に多く の市民に夢や希望を 与え、 郷土愛の醸成、 交流人口の拡大、
地域経済及び地域コ ミ ュ ニティ の活性化が実現さ れています。

スポーツ を 支える 環境整備においては、 既存施設を 末永く 利用し 、 多様なスポーツ
に対応し た適切な施設運営が行われ、 また、 県や他の市町村と 連携し 、 広域的な施設
利用や整備を 促進する こ と で、 市民が安全・ 安心にスポーツ 活動ができ る 環境が整っ
ています。

自然の魅力を 体感でき る 山々が数多く あり 、 四季折々の風景を 楽し むこ と ができ る
蔵王山を はじ め、 やまがた百名山に気軽に老若男女が登山、 ト レ ッ キン グを 楽し むこ
と が盛んになっ ています。 また、 ウイ ン タ ースポーツ が盛んな蔵王温泉スキー場にお
いて、 世界でも 珍し い樹氷原を 鑑賞でき る スキーコ ースを 活かし 、 国内はも と より イ
ンバウンド の誘客が拡大し 、 活性化が図ら れています。

2040年のまちの姿



○アスリートが輝ける持続的発展が可能な希望あるまちづくりを進め、まちの活気をスポーツで
高めるため、施設の整備やスポーツ指導者養成、ジュニア選手の育成を通して競技スポーツ
の底辺の拡大など、施設整備と人材育成などによるスポーツ環境の基盤整備に取り組みます。

○市民が気軽にスポーツに親しみながら健康を増進するとともに、アスリートの競技力を向上さ
せ、安全・安心にスポーツ施設を利用できる機会を確保するため、市民のスポーツ活動を支
える環境整備として、市民ニーズに応じた施設の整備や検討に取り組みます。

〇健康増進などをはじめ市民のニーズに合った公園整備を推進します。
○誰もが生涯にわたってスポーツに親しむことで健康になるまちを目指し、アスリートの活躍支

援、各種大会・スポーツイベントの開催やスポーツツーリズムの推進、プロスポーツとの連携
などを通じた、スポーツの力によって、郷土愛の醸成、交流人口の拡大や地域経済の活性化
と地域コミュニティの活性化を図ります。

○市民のスポーツ参画による健康で活気あるまちづくりを実現するために、年齢、性別、障がい
の有無に関わらず、多くの市民に各ライフステージに応じた多様なスポーツの「する」「みる」
「ささえる」「つくる／はぐくむ」「あつまり、ともに、つながる」「誰もがアクセスできる」機会の提
供により、市民のスポーツ参加促進を図ります。

○スポーツの場におけるデジタル技術の活用を検討するため、活用事例の情報収集を進め、ア
スリートのトレーニングやコンディション調整の精度が向上できるよう、様々な科学的データ
の活用方法を研究し、情報提供できることを目指します。

〇生涯にわたり、スポーツを享受することができる環境づくりという視点を重視しながら、中学
校の部活動の地域展開等を推進します。

○四季折々の自然を体験できる登山やウインタースポーツの魅力を活かし、健康及び体力の保
持増進が図れるよう、様々なイベントや体験会等の開催及び情報提供をしていきます。
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１３ スポーツ

山形まるごとマラソン大会 スキージャンプ大会

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

週１回以上、スポーツをした
人の割合（％）

58.3
(R5年)

65.0 65.0
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具体的な取組
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１４ 商工

産業の振興と働きやすさがつなぐ、未来をひらくまち

テーマⅢ しごとを豊かにする

政策分野2
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２０４０年のまちの姿

自然災害が少なく 地盤が固いと いう 地理的特性を活かし 、 国内外から 半導体や精密部品等の
工場が新たな産業団地に集積し ています。 また、 誘致企業と 地元企業と の連携により 地域内取
引が拡大し ているほか、 ク リ エイ ティ ブ産業やオフ ィ ス等が中心市街地に集積し 、 まちの魅力
向上と 定住人口を 増加さ せています。 あわせて、 Y -b i z等の伴走型の企業支援の強化や、 市内
大学等の教育機関と の連携により 地元企業の付加価値の創造が図ら れています。

産業全般の大き な課題である 人材確保については、 地元に対する誇り と 愛着、 職業ビジョ ン
を醸成するため教育と 連携し た産業・ 企業の魅力発信等により 、 だれも がラ イ フ ステージに応
じ て活躍でき る職場環境が整い、 女性活躍、 若者定着、 高齢者等の雇用拡大が図ら れています。
また、 地域課題を 解決するスタ ート アッ プの創出や円滑な事業承継が行われ、 特に伝統的工芸
産業については、 城下町と し ての歴史と 文化に裏打ちさ れた確かな技術が未来へ継承さ れてい
ます。

その結果、 市内の産業が活性化し 、 魅力ある雇用の場が増えるこ と により 、 若者の首都圏流
出を 止め、 県都と し て、 また連携中枢都市圏の中枢都市と し て、 そし て仙山生活圏の一角と し
て、 定住人口を増加さ せると と も に、 さ ら に多く の民間投資を呼び込みながら 、 市民所得が向
上し ています。

こ れら に加え、 ビ ジネス目的の来街者に向けた環境整備、 ワ―ケーショ ン やサテラ イ ト オ
フ ィ ス等の推進により 、 交流人口の拡大と 魅力的なビジネス環境が整っ ています。

さ ら に、 建設や物流分野を はじ めと する 働き 方改革を 支援する 都市基盤整備が進み、 E S
（ 従業員満足度） が高い就労環境が整っ ています。

山形市の製造業等が持つ個性的で多彩な業種と 高い技術力と が集積する「 多品種・ 高品質」
と いう 特長を活かし 、 従来の産業構造バラ ンスを維持し ながら も 、 工業出荷額や労働生産性の
更なる向上が図ら れ、 「 モノ づく り 」 で東北地方を牽引するまで成長し ています。 さ ら に、 企
業の「 稼ぐ 力」 の獲得と 魅力ある雇用機会の創出により 持続可能なまちが実現し ています。

発展計画２０３０の施策（ビジョン）

❶産業の集積
半導体等の成長産業や地域における多様な産業と の連携により 相乗効果を創出する産業の集

積を目指すと と も に、 地元企業の事業拡張ニーズに応えるため、 公民連携等による新たな産業
団地の整備に向けた検討を進めます。 あわせて、 ク リ エイ ティ ブ産業やオフ ィ ス等の中心市街
地への誘致に取り 組んでいき ます。

❷地域企業の稼ぐ力の向上
地域企業の販路開拓・ 拡大や人材育成、 Ｄ Ｘ の推進等による生産性の向上、 地元大学等と の

連携によるイ ノ ベーショ ンの推進など付加価値の創造によっ て、 稼ぐ 力を向上さ せるこ と によ
り 、 安定的な雇用の確保と 地域経済の活性化を図っ ていき ます。

❸若者の活躍と人材の確保・育成
だれも がラ イ フ ステージに応じ て活躍でき るイ ンク ルーシブな職場環境づく り を推進し 、 女

性や高齢者、 外国人等が活躍でき る機会を創出すると と も に、 デジタ ル技術に長けた人材育成
など人への投資による持続可能な企業活動の促進を図っ ていき ます。

また、 地域課題を解決するスタ ート アッ プの創出や高齢化が進む企業経営の円滑な事業承継
への支援、 若者や地元大学の学生の定着・ 就職の促進により 、 経営資源の持続的な活用と 雇用
の維持を図っ ていき ます。
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１４ 商工

創業支援セミナー 未来創造ワークショップ

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

今の職場が働きやすいと
思う人の割合（％）

57.7
※R7年度調査

基準値を超える 100

市内GDP（百万円）
1,030,855
（R３年度）

基準値を超える 目標値❶を超える

製造業労働生産性１人当た
りの付加価値額（万円）

937
（R３年度）

1,078
（R8年度）

1,387
（R19年度）
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具体的な取組

○行政と民間事業者がそれぞれの強みを活かし役割を担いながら、公民連携等による産業の
集積に向けた産業団地の整備を進めます。

〇災害への強さや交通網、教育機関の立地による豊富な人材などの地域の強みを活かし、戦
略的な企業誘致による産業の集積に取り組みます。

〇地域経済の活性化に向けて中心的な担い手となり地域内取引促進等の事業活動に取り組
む事業者を支援し、地域産業の底上げを図ります。あわせて伝統的工芸産業の発展と継承
を図ります。

〇生産性向上に向けた D X  の推進や、それぞれの企業が持つ強みを活かしたイノベーション
の促進による付加価値の創造に取り組むとともに、Y ーb iz の伴走型支援等による販路開
拓・拡大を推進し、企業の稼ぐ力の向上による労働者への収益の分配を可能とする経営基
盤の強化を図ります。

〇教育と連携した人材育成と地元企業の魅力発信等により、若者の地元定着を促進します。
あわせて地域企業によるデジタル人材の育成などの人への投資を支援し、持続可能な企業
活動を促進します。

〇多様化する労働者のニーズに対応し働きやすい職場環境づくりに取り組み、若者、女性が活
躍できる働きやすい職場環境づくりに努めます。

〇地域課題を解決する新たなビジネスモデルの創出に向けた起業家教育に取り組むとともに、
経営者の高齢化が進む中、円滑な事業承継による経営資源の確保と雇用の維持を図ります。

〇物流ドライバーの運行時間の短縮や高齢化によるなり手不足といった状況に対応するため
の効率的な集荷やマッチングの仕組み、自動運転、交通量抑制、高速化等の次世代高速道
路システムに対応していくためのパーキングエリア・サービスエリアの高度化、高い利便性を
追求したインターチェンジの配置なども検討しながら、地域や物流業界の活性化を目指しま
す。また、シェアスペースやコワーキングスペース等の整備を図る再開発事業を推進し、交流
人口の増加を目指します。
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１５ 観光

暮らしと観光がつながり、
何度も訪れたくなる感動体験を生み出すまち

テーマⅢ しごとを豊かにする

政策分野2
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２０４０年のまちの姿

山形市内の観光資源の掘り 起こ し や「 ひと 」 の魅力を最大限に活かすための人材育成、
「 稼げる観光地」 と し て観光エリ アの整備や受入体制の強化により 、 来訪者が観光地への
訪問だけでなく 、 市民と のふれあいから 山形の魅力を十分に感じ るこ と ができ るよう にな
り 、 「 暮ら し と 観光」 がつながるこ と で、 山形フ ァ ンの増加と 市内の観光産業が地域経済
に好循環を生んでいます。

また、 蔵王・ 山寺・ 市街地( まちなか) の３ 本柱の観光を中心と し て、 ビッ グデータ の活
用等により 、 情報を収集・ 分析するこ と で根拠ある情報発信がなさ れ、 国外タ ーゲッ ト を
東南アジア・ 豪州から 欧米まで拡大し た多様なツーリ ズムの振興につながっ ています。 あ
わせて、 マスツ ーリ ズムだけでなく 、 高付加価値かつ教養的概念を 取り 入れたグラ ン ド
ツーリ ズムの促進により 、 あら ゆる旅行者が満足でき る環境が整っ ています。

市街地( まちなか) については、 特に、 山形駅周辺に設置する新観光案内所（ 日本一の観
光案内所） を来訪者の拠点と し て位置づけ、 観光のハブ機能と し て常に進化し 続け、 「 歩
く ほど幸せになるまち」 の都市ブラ ンド の確立と 、 市街地( まちなか) 観光振興が図ら れて
います。 さ ら に、 中心市街地内にある旧千歳館、 新市民会館、 やまがたク リ エイ ティ ブシ
ティ センタ ーＱ １ 等の公共施設と 連携し ながら 、 郊外のシェ ルタ ーイ ンク ルーシブプレイ
ス コ パル、 道の駅やまがた蔵王、 山形市西公園などを活用し たコ ンテンツが造成さ れて
います。

総じ ては、 観光産業の収益力・ 生産性の向上、 自然・ 歴史・ 文化の保全と 観光の両立が
図ら れるほか、 東北エリ ア全体での連携を軸に、 山形市が南東北の拠点的な位置づけと し
てイ ンバウンド の誘客が拡大し 、 観光都市と し て観光産業による地域経済の活性化が図ら
れています。

❶多様なニーズに対応した観光振興
多様化する旅行者ニーズに対応するため、 農業や伝統工芸、 歴史、 文化に触れる体験

等、 地域の特性を活かし 、 自ら の手でマーケティ ングやＰ Ｒ を行いながら 、 消費拡大に
効果の高いコ ンテンツ（ アド ベンチャ ーツーリ ズム、 ロケツーリ ズムなど多様なツーリ
ズム） の整備を促進し 、 国内外の誘客拡大に取り 組んでいき ます。

❷観光地の魅力と利便性向上に向けた基盤整備
日本一の観光案内所を 拠点に、 観光やビジネスで山形市を訪れる方に、 目的や希望に

あっ た楽し み方・ 過ごし 方を提案し 、 ホスピタ リ ティ のある対応と サービスを展開する
と と も に、 イ ンバウンド の受入態勢強化や観光Ｄ Ｘ を推進し 、 持続可能な観光地と し て
の基盤整備を進めていき ます。

❸高付加価値旅行者の誘客推進
こ れまでのイ ンバウンド の施策と し て取り 組んでき た「 マスツーリ ズム」 だけではな

く 、 さ ら なる地域経済の発展に向けて、 高付加価値で教養的な「 グラ ンド ツーリ ズム」
や「 ラ グジュ アリ ーツーリ ズム」 など、 欧米豪を中心と し た富裕層による高付加価値旅
行者の誘客推進に取り 組みます。
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１５ 観光

蔵王の樹氷 山寺

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

自分のまちのおすすめを友達
や知り合いに紹介（SNS発信
含む）したことがある人の割

合（％）

38.7
※R7年度調査

基準値を超える 100

市内のホテル・旅館等への
宿泊者数（万人）

90
（R5年度）

92 97

観光消費額（億円）
825

（R5年度）
876 977

○健康医療先進都市にふさわしく「ウェルネスツーリズム」をテーマに旅行サイトを活用した
観光プロモーションを展開し、国内を中心とした観光客の増加を加速させるとともに、地
域経済の活性化を図ります。

○東北六魂祭、東北絆まつりで培った東北６都市（青森市、秋田市、盛岡市、仙台市、山形
市、福島市）の連携を活かし、東北最大の魅力である夏祭りを入口に、旅行目的地として
の東北を浸透させ、東北各地の風土や自然、食などに広がりを持たせ文化・観光の魅力
として発信し、東北への来訪を促進します。

○７市７町で組織する山形版ＤＭＯ（観光づくり法人：地域連携ＤＭＯ）が戦略的な情報発
信や着地型旅行商品の造成・販売等に取り組み、関係人口の拡大による地方創生及び、
住民と観光客の満足度向上と地域経済活性化を推進します。

○観光地・観光産業の再生と高付加価値化を図るため、観光ＤＸの推進や観光人材の育
成・確保、持続可能な観光地づくりに向けた整備促進を行います。

○「暮らしと観光がつながる」をコンセプトに、来訪者・観光事業者・地域住民が交わる架け
橋となり、山形の観光の価値を共創していく「共創型交流拠点」として新しい観光案内所
（日本一の観光案内所）を整備し、交流人口の拡大による地域経済の活性化を図ります。

○旧千歳館の建物を保存・活用し、山形芸妓文化・料亭文化を次代に継承していくための
拠点施設にするとともに、庭園を都市公園として整備することにより、伝統文化の継承と
癒しの空間創造による賑わい創出及び交流人口の拡大を図ります。

○魅力ある観光地づくりに向け、道路の無電柱（電線類地中）化事業や地域が主体となっ
た景観まちづくりに対する支援を推進します。

〇魅力あるコンテンツの整備により、高付加価値なインバウンドを誘致します。また、アウト
バウンドや国際相互交流を促進します。

〇観光資源の広域的なネットワーク強化（アジア太平洋地域とヨーロッパ・北米地域等を見
据えたインバウンド・アウトバウンド双方向の交流拡大）を図ります。
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１６ 農林

豊かな自然とおいしい食を未来につなぐ、みどりの循環するまち

テーマⅢ しごとを豊かにする

政策分野2
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２０４０年のまちの姿

「 さ く ら んぼト レーニングフ ァ ーム」 を通じ た研修や第三者継承を含めた経営継承の体制を確立
するこ と で若い担い手へ技術継承さ れると と も に、 地域計画策定に基づき 地域の核と なる農業者や
農業法人等への農地の集積・ 集約が進み、 スマート 農業による省力化により 、 高品質で多種多様な
農産物が生産さ れ、 県内最大の消費地を抱える都市近郊型農業の強みを活かし た持続可能な農業が
行われています。 米、 大豆など土地利用型作物の高収益化が進み、 市民の食を守ると と も に世界の
食料需給を見据えた農産物の輸出により 農家所得が向上し 稼げる農業が実現し ています。

また、 Ｄ Ｘ により 都市と 農村の交流が進み、 地域資源を活かし た活気ある農村が戻り 、 若い農林
業の担い手による森林や農地、 水路の適切な管理、 有害鳥獣対策の総合的な取組が行われています。
森林・ 農業・ 農村の有する多面的機能が十分発揮さ れ、 山形の誇る豊かな自然環境が守ら れ、 災害
に強い農業・ 農村づく り が行われています。

林業においては、 路網整備と 適正な森林整備が進むこ と で、 木材生産量が増加し 、 民間・ 公共施
設への木材利用促進や山形市産材「 べにう っ ど」 と し てのブラ ンド 化が進み消費が拡大し ているほ
か、 伐採跡地への再造林が進み花粉発生量が減少すると と も に、 土砂災害防止や地球温暖化防止に
貢献し ています。

さ ら に、 山形の食文化を支える高品質で多種多様な農産物を使用するガスト ロノ ミ ーレスト ラ ン
や直売所が増えると と も に、 ジビエを含めた地産地消の取組のほか、 山形中央イ ンタ ーチェ ンジ付
近の道の駅においては、 農家と 連携し た農産物の出荷・ 販売、 食の魅力発信等が行われ、 観光客の
誘客増と やまがた農産物のブラ ンド 化が進んでいます。

❶マーケットに対応した戦略的な農林業の振興
県内最大の消費地を 抱える 都市近郊型農業の強みを 活かし 、 消費者や市場ニーズへの対応、 気

候変動に対応し た栽培方法の確立及び新たな農産物への転換のほか、 農業者と 連携し た農産物の
出荷、 販売、 食の魅力発信等を 行う 山形中央イ ンタ ーチェ ンジ付近の道の駅整備の検討を するこ
と により 、 農業所得の確保及び収益性の高い持続可能な農業を 確立し ます。 また、 有害鳥獣対策
を充実さ せ、 農作物の食害減少を図っ ていき ます。

さ ら に、 適正な森林施業と 山形市産材「 べにう っ ど」 の認知度向上を 進め、 消費拡大を 推進す
ると と も に、 市有林においては間伐の推進により 森林ク レジッ ト （ J-クレジット）を創出し 、 収益性
の向上と 農林業の振興を図っ ていきます。

❷多様な担い手の育成・確保
地域の核と なる農業者や農業法人等に農地の集積・ 集約化を 進め、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用や農林業Ｄ Ｘ

による作業の効率化・ 省力化や労働環境の改善を 図るこ と で、 若い世代や女性が農林業に就業し
やすい環境の整備に取り 組んでいきます。

また、 農地・ 知識・ 技術を 継承するため、 「 さ く ら んぼト レ ーニン グフ ァ ーム」 やＪ Ａ 団地を
通じ た研修施設や第三者継承を 含めた経営継承の体制を 確立するほか、 半農半Ｘ 等、 多様な担い
手の確保についても 取り 組んでいき ます。 更に、 農村地域の振興と 集落機能の維持を 図る ため、
中山間地域の営農の継続を支援し 、 担い手を確保し ていき ます。

❸農林業生産基盤の整備
農業水利施設の劣化状況の診断を 行い、 修繕や長寿命化等の最適な対策を 図っ ていき ます。 あ

わせて、 水路・ 農道等の基礎的な保全管理活動や農村環境の保全活動等を 支援し 、 国土保全・ 水
源涵養・ 良好な景観形成等の多面的機能の維持を 図っ ていき ます。 また、 世界かんがい施設遺産
に登録さ れた山形五堰（ 農業用水路） の適切な維持管理を図っ ていきます。

さ ら に、 Ｄ Ｘ により 、 森林経営管理制度に基づく 境界の明確化によ る集約化を 行い、 適正な森
林整備を 実施すると と も に、 林道施設等の整備や橋り ょ う の長寿命化を 推進し 、 木材生産性を 高
めるこ と で収益の増加に取り 組みます。
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１６ 農林

スマート農業実装事業 高性能林業機械（プロセッサ）での造材作業

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

新規就農者数（人）
28

（R5年度）
４４ 50

農業所得者１人あたりの
所得金額（千円）

2,901
（R5年度）

3,100 3,500

担い手等の農業者への
農地集積割合（％）

70
（R5年度）

80 8５

○地域計画の実現に向けて、地域での話し合いを重ね、農地の集積・集約化を進めるとともに、
スマート農機の普及に取り組んでいくほか、「さくらんぼトレーニングファーム」等の研修施設
の整備や、既存のＪＡ団地の活用により、新規就農や経営継承等就農初期の経営の安定を
図るための支援を行います。

〇気候変動に対応した栽培方法の確立や暑さに強い作物への転換、農商工連携等の農畜産
物の差別化・ブランド化による国内外への販路拡大を図るとともに、「オーガニックビレッジ宣
言」を行い、有機農業の取組を進める等、持続可能な農業の確立に向けた施策を展開します。

〇都市近郊型農業の強みを活かし、市民農園や農福連携等市民が農業を通じていきいきと生
活できる体制を構築するとともに、ジビエを含めた地産地消やガストロノミー等、食を通じて
健康医療先進都市、文化創造都市の実現に向け取組を進めていきます。

〇農業者の所得確保を図るため、農業者と連携した農産物の出荷・販売、食の魅力発信等を
行う山形中央インターチェンジ付近の道の駅整備について検討します。

〇農村地域においては、共同活動への支援や農業用施設の長寿命化、田んぼダムの取組の推
進による災害に強い農業・農村づくりを行うほか、有害鳥獣対策を強化し、農作物被害や畦
畔の損壊等の防止に努め、集落機能の維持、良好な農村環境が保全されるよう支援します。

〇森林・林業については、森林経営管理制度に基づく境界の明確化と集約化を進め、計画的
に路網整備と森林整備を推進します。

〇山形市産材「べにうっど」の認知度向上を進め、戸建て住宅や民間・公共施設への利用拡大
を図ります。

〇適正な市有林の整備により、森林クレジット（ J-クレジット）を創出します。
〇スギ人工林の伐採・植替え等を加速化し、花粉発生量を削減します。
〇森林整備を促進するために、労働環境の改善に取り組み、必要な人材の確保と育成を図る

ほか、森林所有者に対しての支援を行います。

具体的な取組
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１７ 男女共同参画

性別に関わらず多様な人材が活躍し、
多様な価値観が尊重されるまち

テーマⅢ しごとを豊かにする

政策分野2

76

２０４０年のまちの姿

山形市は、 平成１ ０ 年（ １ ９ ９ ８ 年） ９ 月に県内初、 全国で１ ４ 番目と なる 「 男女
共同参画都市宣言」 を 行い、 平成２ ５ 年（ ２ ０ １ ３ 年） ３ 月には男女共同参画推進条
例を 制定し 、 誰も が性別に関わら ず個性と 能力を 発揮する こ と のでき る 男女共同参画
社会の実現を目指し 、 取組を進めてき まし た。

男女共同参画推進のため、 産業、 まち づく り 、 子育て、 福祉、 教育など 様々な分野
で取組を 進めてき たこ と によ り 、 男女共同参画の意識が市民に定着し 、 性別に関わら
ず多様な人材が活躍し ています。 また、 家庭においては、 男女が家事・ 育児・ 介護な
どの責任を 共有し 、 企業や地域においては、 多様な価値観及び発想を 受容し 、 取り 入
れる 機運が高まる こ と で、 あら ゆる 人が暮ら し やすい豊かで活力のある 社会が実現し
ています。

さ ら に、 女性活躍において大き な課題である 男女間の賃金格差が是正さ れ、 誰も が
働き やすい魅力的な雇用機会が確保さ れる こ と によ り 、 若年世代にその魅力が認知さ
れています。 また、 ラ イ フ ステージに合わせた働き 方が普及し 、 大都市に転出する こ
と なく 、 一人ひと り の能力を 十分に発揮し 、 誰も がいき いき と 活躍でき る 場が確保さ
れています。

また、 貧困やＤ Ｖ 被害と いっ た生活上様々な困難を 抱える 市民に対し 、 必要な情報
や支援が行き 届く こ と によ り 、 Ｄ Ｖ 被害が未然に防止さ れ、 相談体制の整備など困難
な女性を 支援する 施策が整っ ています。 さ ら に、 貧困やＤ Ｖ 被害などの困難を 抱える
市民だけでなく 、 市民全体に対し てＤ Ｖ など 身近に潜む暴力の被害防止に関する知識
を 普及・ 啓発する こ と により 、 誰も が安全・ 安心に生活でき る 社会が実現し ています。

❶男女共同参画の推進
男性の家事・ 育児等への参加を促し 、 性別役割分担意識の解消やワーク ・ ラ イ フ ・

バラ ンスに関する啓発を行います。

❷女性活躍の推進
市民・ 事業者・ 団体等と 連携し ながら 、 主体的に活動する女性リ ーダーを 育成する

と と も に、 若年女性の地元定着を図るなど、 さ ら なる女性の活躍を推進し ていき ます。

❸誰もが安心して暮らせるまちづくり
多様な性、 多様な生き 方に対する市民の理解や認識を 深めるため、 違いを 理解し 認

めあう 意識啓発を行います。
また、 Ｄ Ｖ 被害、 生活困窮、 性暴力、 性犯罪被害、 家庭関係破綻など女性を めぐ る

課題が複雑化・ 多様化、 複合化し ているこ と から 、 生活上様々な困難を 抱える市民が、
安定的に日常生活や社会生活を営めるこ と を含む「 自立」 を支援し ていき ます。
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章

発展計画２０３０の施策（ビジョン）
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１７ 男女共同参画

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

２０代女性の県外転出数
（転入者−転出者）（人）

▲464
(R５年）

▲314 0

市内事業所における
女性管理職の割合

（課長相当職以上）（％）

12.6
（R元年）

30.0 50.0

市における
女性管理職の割合（％）

21.7
（R６年度）

30.0 40.0
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〇様々な分野でアンコンシャスバイアス（無意識の思い込み）や性別役割分担意識が解消さ
れるようジェンダー平等の意識醸成に関する周知・啓発を広く行うとともに、小・中学生な
どの若年層への周知・啓発を推進します。

〇結婚、出産、介護などによるキャリアの中断を減らし、ライフステージに合わせた柔軟な働き
方ができるよう啓発を行うとともに、事業所向けに講師を派遣するなど、働きやすい職場環
境づくりを推進します。

〇市内事業所の女性管理職を増やすなど、意思決定過程への女性の参画を促進するととも
に、男女間賃金格差などのジェンダーギャップの解消を推進します。

〇新卒女性やU Iターン女性などの若年女性の定着のため、働きやすい職場環境づくりに取り
組む事業所について広報するなど、山形で働く魅力を発信します。

〇女性活躍推進のため、市民や企業と積極的に連携しながら女性人材育成事業に継続して
取り組みます。

〇性別に関わらず多様な人材が活躍する社会の実現のため、性の多様性に関する理解促進
事業を実施し、教育機関と連携するなど、若年層への周知・啓発を特に充実させます。

〇D V被害の未然防止のための周知・啓発を実施するとともに、困難な問題を抱える女性を支
援するための相談窓口を設置するなど、誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進します。

女性活躍推進に関するパネルディスカッション 女性人材育成事業ワークショップ

具体的な取組



第
２
章

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

１８ シティプロモーション

山形ブランドが確立し、
高いブランド力で選ばれ続けるまち

テーマⅢ しごとを豊かにする

政策分野2

78

２０４０年のまちの姿

付加価値向上と 魅力発信、 新たな特産品の発掘・ 創造によ り 、 山形で育まれてき
た高品質な地場産品が、 より 多く の人に選ばれ、 地域経済が活性化し ています。

また、 ふるさ と 納税等を 通じ 、 山形市に興味を 持っ ていただいた方々が更に深く
山形市の魅力を実感し 、 山形市と の関係性を深めています。

移住・ 定住では、 都市的な部分と 農村・ 自然が共存し た「 ち ょ う どいいまち 」 の
魅力と 、 地場産品や教育、 文化、 医療など日常生活の中で良いも のを 選ぶこ と がで
き る 「 よいも のを 選べる まち 」 の魅力が認知さ れ、 タ ーゲッ ト の心に響く 戦略的な
移住プロモーショ ンなどにより 移住・ 定住が促進さ れています。

国際交流では、 友好姉妹都市と の交流を 行う 市民や団体に対し 必要な支援が行わ
れ、 友好姉妹都市への派遣・ 受入事業の他にも 民間のノ ウハウやデジタ ル技術の活
用によ り 、 多様な交流の振興につながっ ています。 また、 日本人住民と 外国人住民
が互いに尊重し 合い、 多文化共生が実現し ています。

❶山形ブランドの発信と創造
魅力ある地域資源の認知度を更に高めると と も に、 各種統計調査の結果等も 活用

し 、 新たな地域資源の掘り 起こ し や新たな商品・ サービスの開発などを 進め、 山形
ブラ ンド の認知度の向上に向けた情報発信を推進し ていき ます。

❷移住・定住・関係人口の拡大
東京一極集中を 是正し 地方創生に資するため、 山形市の食文化、 暮ら し 、 自然及

び文化をはじ めと する 魅力、 台風や地震などの災害が少ない等の強みについて、 主
に東京圏に居住する方に向けた継続的かつ戦略的な移住プロモーショ ンを通し て、
移住・ 定住を 推進する と と も に、 将来の移住への期待や新たな地域づく り の担い手
と し て、 山形市に住んでいなく ても 山形市と 継続的に関わり を持つ関係人口を 増や
す取組を推進し ていき ます。

❸国際化への対応
友好姉妹都市交流を 通じ て市民の国際理解を 深めながら 、 文化・ 経済交流などを

推進し ていく と と も に、 外国人住民等の現状や実態など を 踏ま えた支援の充実を
図っ ていき ます。
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発展計画２０３０の施策（ビジョン）



79

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

１８ シティプロモーション

オーダーメイド型移住体験ツアー ラーメンでの地域活性化

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

関係人口数（人）
16０,000
（R6年度）

200,000 230,000

移住者数
（移住相談等を経由）（人）

125
（R５年度）

250 470

転入者と転出者の差（人）
▲1,098
(R５年）

基準値を超えない 0

○山形で育まれてきた高品質な地場産品のブランディングを図ります。
〇東京都内にて各種団体等が開催する移住関連イベントに積極的に参加出展するとともに、山

形市単独での移住相談会を主催し、移住検討者との対面相談の機会を創出します。
○移住相談においては、移住支援策のほか、交通、医療、子育て環境等について、個々に合っ

た情報を取得できるようにし、移住検討者から「選ばれるまち」となるよう努めます。
〇山形市の魅力及び強みについて、主に、東京圏に居住する方に向けた継続的かつ戦略的な

移住プロモーション、オーダーメイド型移住体験ツアー等を実施し移住・定住を図ります。
○地域おこし協力隊や民間人材を受け入れ、民間の知識・業務経験・人脈・ノウハウ等を活かし

ながら地域活性化を図ります。
○仙山連携協定をもとに、「防災」「観光・交流」「ビジネス」「交通ネットワーク」分野を中心に仙

山生活圏における市民や企業の活発的交流促進を図ります。
○近隣の市町と連携し、「経済成長のけん引」「高次都市機能の集積・強化」「生活関連機能

サービスの向上」に資する取組を行うことにより、一定の圏域人口を有し活力ある社会経済
を維持するための拠点である連携中枢都市圏の形成を図っていきます。

○企業版ふるさと納税制度を通し、山形市のビジョンや取組を広くPRし、都市ブランドの向上
を図るとともに市外企業との新たなつながりを創出していきます。

〇国際交流において、友好姉妹都市への訪問団の派遣及び訪問団の受入れを行うほか、オ
ンラインを活用しながら、各友好姉妹都市の特性を活かした交流に取り組みます。

〇急増する外国人住民に対応するため、外国人住民やその支援者の現状や実態等を踏まえた
施策を推進します。
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具体的な取組
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発展計画を推進するための基盤づくり

１９ 行政

未来へつなげる行政経営

政策分野2

80

発展計画２０３０の施策（ビジョン）
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持続可能なまちづく り のために、 生命や財産の保全に向けた市民の安全・ 安心を 確保し 、
生活や地域・ 経済活動などに安定をも たら す取組を行う と と も に、 多く の顧客（ 市民( 市内事
業者含む) 、 市内外関係者、 関係人口、 交流人口の対象者） と 対話し ながら 地域資産の新たな
価値を 創造し 、 地域・ 経済活動の活性化などに繋げ、 市民や事業者が生き がいややり がいを
実感できるよう な市と し ての取組が行われています。

施策の効果的・ 効率的な推進と 、 公共資産等を 含む限ら れた経営資源の有効活用と スマー
ト シティ 構想の実現を 目指すため、 庁内においてト ッ プマネジメ ント サポート や法令遵守、
人事及び組織管理、 デジタ ル人材の育成・ 確保を 強化すると と も に、 Ａ Ｉ やＲ Ｐ Ａ などのデ
ジタ ル技術を 活用し た業務の迅速化及び効率化を 図り 、 地域振興や予防防災、 災害発生時の
迅速な応急復旧や復興、 ほぼ全ての行政手続を ２ ４ 時間オンラ イ ンで完結でき る 「 行かない
市役所」 を 目指し た取組など、 前例踏襲によら ない市民目線でのチャ レ ンジや安定し た業務
遂行と 不断の見直し ・ 改善に努めるこ と はも と より 、 Ｄ Ｘ やＧ Ｘ 、 公民連携など社会経済情
勢の変化に対応し た持続可能な行政経営が行われています。

❶人材の育成・確保
より 優れた人材を 採用するため、 多く の受験者確保に向け、 採用方法を 工夫する と と も に、

積極的な広報やリ ク ルート 活動を充実し ます。
また、 業務の目的や意義を 理解し たう えで、 自分で考え、 主体的かつ能動的に行動するこ

と のでき る「 自律型人材」 を 育成し ます。
職員一人ひと り が、 スピード 感や責任感を 持っ て取り 組める よう 的確にマネジメ ント する

と と も に、 ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ン スにも 配慮するこ と によ り 、 最大のパフ ォ ーマン スを 発
揮でき る組織を目指し ます。

❷行政サービスの向上
Ａ Ｉ やＲ Ｐ Ａ などのデジタ ル技術を 行政事務や行政手続、 各種施策に効果的に活用し 、 市

民サービ スの向上と 業務効率化を 目指すと と も に、 デジタ ルの力で山形市の持続的発展を 推
進するスマート シティ 構想の実現を目指し ます。

❸効果的・効率的な行政経営
顧客の満足度を 向上さ せる ため、 効果的な広報広聴活動に取り 組むと と も に、 社会情勢に

応じ た組織編制や定員適正化、 事務事業の見直し やデジタ ルを 活用し た業務の効率化に取り
組み、 市民満足度の高い効率的な行政サービ スを 推進し ていき ます。 また、 公民が連携し た
建設Ｄ Ｘ の推進により 、 生産性向上及び建設業界・ 行政双方の働き 方改革を加速さ せます。

❹持続的発展が可能な財政運営
将来にわたる財政の健全化を 実現する ため、 引き 続き 公共資産の適正管理や外郭団体の経

営健全化に取り 組むと と も に、 Ｅ Ｂ Ｐ Ｍに基づく 事業の精査や公民連携等の活用による 事業
コ スト を削減、 及び財政支出の平準化を行います。

また、 国県等の交付金や有利な市債の活用に加え、 ふるさ と 納税、 広告収入や財産の売払
いなど、 積極的な財源の確保に取り 組みます。

さ ら に、 「 健康医療先進都市」 「 文化創造都市」 の２ 大ビ ジョ ン のも と 、 地域の魅力向上
と 都市機能の充実に資する各種政策に取り 組むこ と により 、 企業収益や個人所得の増、 及び
地価の上昇など、 市税の増加を 生み出し 、 その果実を 財源と し て未来に向けた施策を 継続し
て展開し ていく と いう 好循環を生み出す財政運営を目指し ます。

2040年のまちの姿
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１９ 行政

行政手続のオンライン化「電子申請サービス」 職員研修「キャリアデザイン」

成果指標

指標
基準値

（基準年度・基準年）
目標値❶

令和１１（２０２９）年度
目標値❷

令和２２（２０４０）年度

市民の声が活かされてい
ると思う市民の割合（％）

23.6
※R7年度調査

基準値を超える 100

行政サービスのデジタル化
により、利便性が向上した

思う市民の割合（％）

43.9
※R7年度調査

基準値を超える 100

実質公債費比率（％） 7.8％
（R5年度決算・３カ年平均値）

地方債同意等基準
18％未満

地方債同意等基準
18％未満

将来負担比率（％） 92.5％
（R5年度決算）

早期健全化基準
350％未満

早期健全化基準
350％未満

山形市職員採用試験
（上級行政）採用倍率（倍）

4.3
（R6年度）

4.9 目標値❶を上回る
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○職員一人ひとりがチャレンジ意識を持って仕事に取り組むとともに、前例にとらわれることなく業務の見
直しや効率化を図ります。また、職員自らが不断に改善改革を行う組織風土を醸成し、市民等のニーズ
に沿っているかを常に点検・改善します。

〇人口減少やデジタル化の進展といった社会情勢の変化により複雑化・多様化する行政需要に速やかに
対応できるよう、効果的・効率的な組織編制や職員の定員適正化を推進します。

〇市民サービスの担い手のひとつである外郭団体について、経営健全化に関する方針を策定し、経営状
況や運営実態を把握しながら必要な指導や助言を行います。

〇職員採用試験について、民間企業志望者の受験機会を確保するため、実施時期の早期化や試験内容
の見直しを行います。また、面接や筆記試験をオンライン化し、地理的制約をなくすことで、多様な人材
を取り込みやすい受験環境を整備するなど採用プロセスの改善を進めていきます。

〇職員採用試験に多くの受験者を確保し、より優れた人材を採用するため、SN S等での広報やガイダンス
を活用し、公務員の業務内容や待遇に加えて、山形市の魅力を発信することで、山形市職員に興味を
持ってもらい、就職への意識高揚を図ります。

〇これまで大学生のみを対象としていたインターンシップ制度を拡充し、中高生も対象に含めることで、早
い段階から公務員の仕事に触れる機会を創出します。

〇業務の目的や意義を理解したうえで、自分で考え、主体的かつ能動的に行動できる自律型人材を育成
するための研修や関連事業を実施します。また、専門業者に業務を委託し、運用状況の調査・分析を行
い、新たな人事制度の提案を受けながら自律型人材の育成を推進していきます。

〇データに基づく 客観的視点等も取り入れ、職員の能力・適性をより適切に反映した適材適所の登用を推
進し、職員のやりがいや意欲の向上を図ります。

〇若手職員が自ら課題を見つけ、まちづくりに挑戦し行動する機会を充実させるとともに、管理職が職員の
人材育成に積極的に取り組めるよう、計画的な研修の実施をはじめとした必要な支援体制を整備します。

〇多様な人材の活躍を可能にするため、長時間労働の是正や時差出勤、テレワーク等の取組など、職員の
希望を踏まえた働き方の実現を図れるよう、キャリア形成を支援していきます。

〇市民サービスの向上のため、施設予約や各種申請などの行政手続の更なるオンライン化を推進します。

具体的な取組



テーマ No. 政策分野 目指すまちの姿
発展計画２０３０の施策

（ビジョン）
主要事業

公共交通運行事業

コミュニティサイクル運営事業

公共交通モデル事業

地域公共交通計画見直し事業

公共交通MaaS運用事業

新駅整備検討事業

交通結節点整備事業（主要なバス停等）

交通結節点整備事業（楯山駅周辺）

道の駅整備・運営事業

自転車ネットワーク路線整備事業

③ 広域公共交通の充実 仙山交通網整備事業

パーキングエリア利活用事業

景観重点地区景観形成推進事業

空き家等対策推進事業

さくら並木更新事業

山寺地区景観形成（無電柱化）事業

街路事業

都市計画道路見直し計画推進事業

道路・橋りょう新設改良事業

雪につよい消雪道路整備事業

あかねケ丘公園再整備事業

西部工業団地公園再編事業

Park-PFI導入事業（西公園）

公園再編整備計画策定事業

グリーンキッズプロジェクト

公園照明灯LED化対策事業

住宅リフォーム総合支援事業

マンション管理適正化推進事業

水道事業広域化推進事業

下水道事業広域化推進事業

大規模空き店舗活用事業

中心商店街活性化推進事業

中心市街地活性化基本計画推進事業

中心市街地活性化戦略推進事業

中心市街地空き店舗活用事業

中心市街地新規出店者サポート事業

山形まるごと館紅の蔵運営事業

中心市街地空き店舗分割支援事業

地域大学との連携による学生の街なか居住推進事業

粋七エリア整備事業

七日町第１ブロック東・西地区（旧大沼・済生館周辺）開発推進事業

七日町第８ブロック南地区（山形銀行本店）暮らし・にぎわい再生事業

本町第１ブロック南地区地域生活拠点型再開発事業

（仮称）花小路公園整備事業

霞城公園整備事業（文化庁）

中心市街地活性化公園整備事業

霞城公園整備事業（国土交通省）

市道第一小学校正門通線道路景観整備事業

③ 居心地が良く歩きたくなるまちなかづくり 中心市街地歩行者空間創出等事業

防災情報ＤＸ化事業

盛土災害防止対策事業

木造住宅耐震診断事業

木造住宅耐震改修事業

民間建築物耐震化促進事業

市営住宅老朽化対策事業

洪水ハザードマップ改訂事業

浸水対策事業

簡易型河川監視カメラ設置事業

道路除排雪事業

道路除排雪事業（除雪オペレーター確保支援事業）

道路除排雪事業（自動積雪深計測システム設置事業）

東消防署蔵王温泉出張所移転建替事業

消防庁舎機能強化事業

03

04

Ⅰ　まちをつ
くる

⑤

01 公共交通
「まち」・「ひと」・「しご
と」公共交通が全て

を繋ぐまち

① 公共交通の整備

② 持続可能な公共交通ネットワークの構築

02 都市整備

① 災害に強いまちづくり防災

防災はみんなの力、
安全はみんなの笑

顔、安全・安心の絆で
つながるまち

水道・下水道事業の安定経営

中心市街地
歩くほど幸せになる

まち

① まちの賑わい向上

② 魅力あるまちなみの整備

誰もが安全に安心し
て、心地よく快適に
住み続けられるまち

① 魅力ある都市空間づくり

②
安全性と利便性を高める道路網の整
備

③ 持続可能な公園の形成

④ 居住環境の整備
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主要事業はPD CA サイクルによる検証と改善を図りながら取り組みます。加えて、必要に応じて新た
な事業の検討及び既存事業の拡充等を検討していきます。



テーマ No. 政策分野 目指すまちの姿
発展計画２０３０の施策

（ビジョン）
主要事業

避難所・避難場所環境整備事業

高齢者個別避難計画作成事業

障がい（児）者個別避難計画作成事業

③
自主防災組織の組織率向上及び活動
充実に向けた支援

自主防災組織育成事業

コミュニティ支援事業（集会所整備等支援）

公衆街路灯助成事業

いきいき地域づくり支援事業

町内会等除排雪対策事業

地域コミュニティ活性化推進事業

② 市民活動への支援 市民活動活性化事業

エコカー導入事業（庁用車更新事業）

「デコ活」 普及・啓発事業

省エネ高効率設備導入補助事業

建築物遮熱・断熱対策補助事業

非FIT型太陽光発電設備導入補助事業

市有施設太陽光発電設備導入事業

脱炭素推進宅配ボックス普及促進事業

市有施設EV充電設備普及促進事業

市有施設へのLED照明導入事業

第4次山形市環境基本計画改定業務

資源循環推進事業

集団資源回収推進事業

ごみ減量・もったいないねット山形活動活性化事業

プラスチックごみ排出抑制事業

上野最終処分場第二期整備事業

③ 自然との共生 鳥獣生活環境被害対策事業

④ うるおいのあるまちづくりの推進 グリーンパークボランティア推進事業

市立学校熱中症対策事業

学校施設環境整備事業（小中学校防犯対策施設整備事業）

学校施設環境整備事業

学校施設環境整備事業（市立学校屋内運動場及び特別教室等空調整備事業）

出羽小学校プール・屋内運動場等改築事業

山形市小中学校施設整備方針等策定事業

プールの共同利用等検討事業

やまがた・マイスクール応援寄附事業

部活動地域移行連携事業

いじめ・不登校対応充実事業

教育情報ネットワーク運用事業

市立小・中学校タブレット運用事業

特別支援教育支援事業

教職員資質向上事業

新聞記事データベース活用事業

ＩＣＴ教育支援員配置事業

国際理解教育推進事業

統合型校務支援システム運用事業

教職員働き方改革支援事業

少子化に対応した活力ある学校づくり事業

スクールロイヤー活用事業

学習支援機器・ソフトウエア運用事業

スマートスクール推進事業

③ 学校・家庭・地域のネットワーク構築 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）と地域学校協働活動の一体的推進事業

スマートシティ推進事業（やまがたAI部運営補助事業）

文化活動と学びのプラットフォーム形成事業

本のひろば運営事業

電子書籍サービス導入事業

やまがたde愛支援事業

結婚新生活支援事業

産後ケア事業

新生児聴覚検査助成事業

妊婦健康診査事業

妊婦歯科健康診査事業

出産・子育て応援事業

不育症検査費用助成事業

育児支援家庭訪問事業

１か月児健康診査事業

５歳児健康診査事業

04

Ⅰ　まちをつ
くる

07 教育

豊かな学びや体験を
得て、質の高い教育
を受けることのでき

るまち

05 コミュニティ
市民や地域のコミュ
ニティが活発なまち

Ⅱ　ひとを育
む

① 安全・安心な教育環境の整備

② 魅力ある学校づくりの推進

④ 多様な学びのニーズへの対応

08 こども
こどもの笑顔が未来
をつくる、子育てが

楽しいまち
①

結婚・妊娠・出産・育児までの切れ目
のない支援

① 地域コミュニティの推進

06 環境

一人ひとりが限りあ
る資源を大切にする
循環型の自然豊かな

美しいまち

① 脱炭素社会の推進

② 循環型社会の推進

②
多様なニーズに対応した避難所・避難
場所の整備

防災

防災はみんなの力、
安全はみんなの笑

顔、安全・安心の絆で
つながるまち

83

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

政策分野別主要事業一覧（２／６）



テーマ No. 政策分野 目指すまちの姿
発展計画２０３０の施策

（ビジョン）
主要事業

（仮称）西部保育所整備事業

民間立保育所等施設整備補助事業

乳児等通園支援事業

保育所等発達相談支援事業

市立保育所及び民間立保育所医療的ケア児受入事業

一時預かり等事業（病児・病後児保育事業、延長保育事業、障がい児保育事業）

山形県保育料負担軽減事業

放課後児童健全育成事業（運営委託及び支援）

1歳児受入促進支援事業

幼児教育・保育の無償化事業

地域型保育事業

認可外保育施設利用者負担軽減補助事業

育児休業復帰者を対象とした保育利用予約事業

放課後児童クラブ医療的ケア児受入事業

放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）運営のあり方検討事業

保育士確保緊急対策事業

山形県保育士育児休業取得促進補助事業

子育て短期支援事業

こども医療給付事業

親子健やか医療給付事業

ひとり親家庭応援事業

支援対象児童等見守り強化事業

子育て世帯訪問支援事業

市営住宅を活用した住まいの子育て支援事業

図書館授乳室設置事業

社会全体で子育てする機運醸成事業

子育て支援施設（あ～べ）運営補助事業

子育てサロン運営支援事業

こどもまんなか啓発事業

子育て支援ネットワーク事業（子育て支援センター運営支援）

子どもの居場所づくり支援事業

女性の健康づくり支援事業

ＳＵＫＳＫ生活推進事業

児童遊園への健康器具等設置事業

済生館健康医療情報発信事業

学校給食をとおした食育推進事業

地域歯科保健推進事業

予防歯科推進事業

ＳＵＫＳＫ減塩推進事業

「山形コホート研究」を活かした健康づくり事業

③ 女性の健康支援 妊娠出産に向けた健康づくり支援事業

④ 心の健康の保持・増進 こころの健康推進事業

新広域斎場整備事業

公衆浴場におけるレジオネラ症感染防止対策の強化事業

人と猫の共生社会安心プロジェクト事業

食肉衛生周知事業

がん検診等推進事業

重粒子線がん治療費助成事業

がん患者医療用ウイッグ・乳房補整具購入助成事業

不妊治療（先進医療）費助成事業

小児慢性特定疾病医療支援事業

未熟児養育医療給付事業

結核児童療育給付事業

在宅医療・介護連携推進事業

済生館地域医療連携推進事業

済生館魅力ふれあい発信事業

済生館コミュニティーツール等活用推進事業

感染症予防に係る正しい知識の普及・啓発事業

高齢者肺炎球菌予防接種事業

高齢者インフルエンザ予防接種事業

高齢者帯状疱疹予防接種事業

２４時間健康・医療相談サービス事業

救急医療情報共有システム導入事業

救急救命士養成事業

応急手当普及啓発推進事業

④ 市立病院済生館の新病院整備 済生館新病院整備事業

09 健康

誰もが健康で生きが
いと役割を持って、
地域の中でいきいき

と暮らすまち

地域社会全体でこどもと子育て世帯
を支援する環境づくり

10 医療
安心して医療が受け
られる暮らしやすい

まち

① 医療体制の充実

② 感染症の予防対策の充実

③ 救急体制の充実・強化

Ⅱ　ひとを育
む

08 こども
こどもの笑顔が未来
をつくる、子育てが

楽しいまち

①
SUKSK生活の推進による健康寿命
の延伸

②
エビデンスに基づく生活習慣病の予
防促進

⑤ 生活衛生の確保

② 安心して子育てできる環境づくり

③
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テーマ No. 政策分野 目指すまちの姿
発展計画２０３０の施策

（ビジョン）
主要事業

子どもの学習・生活支援事業

ひきこもり生活者支援事業

我が事・丸ごと地域づくり推進事業

福祉の地域づくり推進費補助事業

福祉まるごと支援事業

地域福祉計画策定事業

人材確保定着支援事業(介護福祉分野)

小規模法人のネットワーク化による協働推進事業

人材確保定着支援事業（障がい福祉分野）

地域生活支援事業

障がい児通所支援事業

医療的ケア児受入促進事業

自立支援医療事業

重度心身障がい（児）者医療給付事業

自立支援給付事業

特別障がい者手当等給付事業

障がい者相談支援委託事業

障がい者差別解消推進事業

社会福祉施設等施設整備事業

障がい者工賃向上支援事業

後期高齢者の保健・介護予防事業

介護予防・日常生活支援総合事業(介護保険事業会計)

高齢者移動支援サービス検討事業

聴こえくっきり事業（保険者機能強化推進交付金活用による介護予防事業）

高齢者外出支援事業

運転免許証自主返納者タクシー券交付事業

高齢者の生きがいづくり支援事業

生活支援体制整備事業

介護予防・日常生活支援総合事業（地域介護予防活動支援事業）

在宅介護支援住宅改修補助事業

成年後見制度利用支援事業

高齢者福祉施設整備事業

地域包括支援センター運営事業

認知症にやさしい地域づくり事業

高齢者保健福祉計画策定事業

介護サービス基盤整備事業

⑤ 住環境の充実 住宅セーフティネット事業

山形市創造都市推進協議会事業

やまがた秋の芸術祭・やまがた冬の芸術祭事業

文化活動振興事業

Ｑ１プロジェクト推進事業

山形国際ドキュメンタリー映画祭開催費補助事業

フィルムコミッション推進事業

山形市史に関する懇話会開催事業

史跡山形城跡発掘調査事業

山形市指定文化財現況調査事業

史跡山形城跡保存活用計画作成事業

重要文化財立石寺中堂防災施設整備事業

文化財保存活用事業

③ 文化施設の整備 市民会館整備運営事業

健康増進ウォーキングロード及びサイクリングロード整備事業

生涯スポーツ・競技スポーツ推進事業

アーバンスポーツ等推進事業

西部工業団地公園内スポーツ施設整備事業(鋳物町庭球場移転整備を含む)

屋外スケート場整備事業

県・市共同スポーツ施設整備検討事業

東京オリンピック・パラリンピックレガシー活用事業（ホストタウンスポーツ交流）

山形まるごとマラソン大会開催事業

女子スキージャンプワールドカップ蔵王大会開催事業

プロスポーツ連携支援事業

サマースキージャンプ大会開催事業

③
多様なスポーツを通じた健康増進へ
の対応

山形市民スポーツフェスタ開催事業

Ⅱ　ひとを育
む

福祉

困っている人、悩ん
でいる人を誰もほっ
とかないホッとする

まちHOTなまち

13 スポーツ
スポーツ熱の高い健
康で活気あふれるま

ち

①
身近でスポーツに親しむことができる
環境整備

② 地域交流の拡大と活性化

11

創造的活動の機会の充実・担い手の
育成と支援

② 文化財の効果的な保存・活用

① 地域福祉の充実

②
介護福祉人材確保・定着に向けた総
合的取組

③ 障がい福祉の充実

④ 高齢者福祉の充実

12 文化
身近にあるクリエイ
ティブに出会えるま

ち

①
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テーマ No. 政策分野 目指すまちの姿
発展計画２０３０の施策

（ビジョン）
主要事業

地域経済牽引事業者施設整備支援事業

企業誘致・立地促進事業

本社機能を移転する企業に対する税制優遇

山形北インター産業団地開発事業

ビジネスマッチングサポート事業

次世代放射光施設ナノテラス利用促進事業

中小企業人材強化支援事業

中小企業金融対策事業

地元企業DX推進事業

山形市売上増進支援センター(Y-ｂiz)運営事業

イノベーション推進事業

商店街共同施設整備推進事業

伝統的工芸産業後継者育成支援事業

商店街活性化促進事業

労働力確保・UIJターン就職応援事業

創業支援事業

起業家教育事業

キャリアアップ促進給付事業

未来をここで。若者活躍促進プロジェクト事業

ずーっとやまがた！奨学金返還サポート事業

ふるさとキャリアの種まき事業

自然の家リノベーション推進事業

ウェルネスツーリズムに係る観光プロモーション事業

東北六市連携観光プロモーション推進事業

DMOさくらんぼ山形観光地域づくり推進事業

山形・仙台・福島三市による広域観光開拓事業

日本一の観光案内推進事業

外国人雇用支援事業

通訳ガイド育成支援事業

旧千歳館エリア・リノベーション事業

インバウンド誘客推進強化事業（海外現地プロモーション）

インバウンド誘客推進強化事業（情報発信・旅行商品造成）

持続的な水田農業の推進・戦略農産物等本作化事業

地域農業持続化推進事業

みどりの食糧システム戦略推進事業

農産物販路開拓支援事業

マーケットに対応するための農業戦略本部運営事業

中山間地域農業活性化推進事業（中山間地域振興）

畜産物生産振興対策事業

食育・地産地消推進事業

第7次山形市農業振興基本計画策定事業

有害鳥獣等食害対策事業

市産材利用拡大促進事業

市産材安定供給に向けた森林整備促進事業（民有林間伐等促進事業分）

市産材安定供給に向けた森林整備促進事業（市有林造成管理事業分）

山形市有林におけるJ-クレジット認証・販売検討事業

多様な担い手育成支援事業

農業DX推進事業

さくらんぼトレーニングファーム整備・運営事業

中山間地域農業活性化推進事業（直接支払交付金）

林業担い手確保・育成事業

園芸作物生産基盤整備事業

ストックマネジメント事業

五堰環境保全事業

多面的機能支払交付金事業

林道整備事業

森林経営管理推進事業

① 男女共同参画の推進 男女共同参画推進事業

② 女性活躍の推進 公民連携による女性人材育成事業

性の多様性に関する理解促進事業

困難な問題を抱える女性への支援事業
③ 誰もが安心して暮らせるまちづくり

商工
産業の振興と働きや
すさがつなぐ、未来

をひらくまち

① 産業の集積

② 地域企業の稼ぐ力の向上

③ 若者の活躍と人材の確保・育成

Ⅲ　しごとを
豊かにする

15

②
観光地の魅力と利便性向上に向けた
基盤整備

③ 高付加価値旅行者の誘客推進

観光

16 農林

豊かな自然とおいし
い食を未来につな

ぐ、みどりの循環する
まち

①
マーケットに対応した戦略的な農林業
の振興

② 多様な担い手の育成・確保

③ 農林業生産基盤の整備

暮らしと観光がつな
がり、何度も訪れたく
なる感動体験を生み

出すまち

① 多様なニーズに対応した観光振興

14

17 男女共同参画

性別に関わらず多様
な人材が活躍し、多
様な価値観が尊重さ

れるまち
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テーマ No. 政策分野 目指すまちの姿
発展計画２０３０の施策

（ビジョン）
主要事業

物産市等出店支援事業

ラーメンプロジェクト推進事業

山形ブランド情報発信事業

ふるさと納税推進事業

そば消費額日本一プロジェクト推進事業

やまがたの食発信事業

民間人材活用交流事業（地域活性化起業人型）

地域おこし協力隊導入事業

民間人材活用交流事業（企業版ふるさと納税（人材派遣型））

移住・定着促進事業

移住者対象給付事業

移住プロモーション推進事業

企業版ふるさと納税推進事業

旧双葉小学校利活用推進事業

仙山連携推進事業

連携中枢都市圏推進事業

山形ブランドメンバーズ事業

やまがたプロモーション推進事業

山形応援団推進事業

在住外国人支援事業

東京オリンピック・パラリンピックレガシー活用事業

台南市との交流事業

キッツビューエル市との交流事業（受入）

キッツビューエル市との交流事業（派遣）

ボルダー市との交流事業（受入）

政策提案チャレンジ事業

自律型人材育成プロジェクト

優秀な人材確保プロジェクト

山形市獣医学生インターンシップ促進事業

DX推進事業

スマートシティ推進事業（公民連携DXアイデアコンテスト・高度デジタル人材ネットワーク）

スマートシティ推進事業（RPAツール導入による作業効率化等支援事業）

マイナンバーカード普及促進事業

住民健診Web予約システム等導入事業

粗大ごみ収集オンライン受付導入事業

公園利用デジタル申請システム構築事業

市営駐車場キャッシュレス決済導入事業

伝わる広報力強化事業

建設ＤＸ推進計画策定事業

外郭団体の経営健全化推進事業

ファシリティマネジメント手法活用事業
④ 持続的発展が可能な財政運営

山形ブランドの発信と創造

② 移住・定住・関係人口の拡大

③ 国際化への対応

Ⅳ　未来へつ
なげる行政経

営
19 行政

発展計画を推進する
ための基盤づくり

①

18
シティプロモーショ

ン

山形ブランドが確立
し、高いブランド力で
選ばれ続けるまち

①

Ⅲ　しごとを
豊かにする

人材の育成・確保

② 行政サービスの向上

③ 効果的・効率的な行政経営
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目標値❶ 目標値❷

２０２９
（R１１年度）

２０４０
（R２２年度）

01
［公共交通］
「まち」・「ひと」・「しごと」公共交通が全てを繋ぐまち

公共交通の利用者数（千人）
11,145

（R5年度）
11,932 13,374

居住誘導区域（立地適正化計画）人口密度（人/ha）
52.9

（R6年）
53.8 53.8

公示地価平均（円/㎡）
70,433
（R6年）

74,766 83,414

03
［中心市街地］
歩くほど幸せになるまち

歩行者通行量（人）
25,084
（R6年度）

27,494
（R11年度暫定）

32,802

適切な避難行動をとれる人の割合（＝マイタイムラ
イン作成割合）（％）

7.6
※R7年度調査

基準値を超える 100

避難行動要支援者（要介護３以上、障がい（児）者
等）の個別避難計画作成割合（％）

5.4
（R6年12月時点）

75.0 100

05
［コミュニティ］
市民や地域のコミュニティが活発なまち

社会活動（地域・文化・スポーツ・ボランティア活動）
に参加している人の割合（％）

39.4
※R7年度調査

基準値を超える 100

市内の温室効果ガス排出量（千t-CO2）
1,339

（R４年度暫定）
973

（R9年度暫定）
484

（R20年度暫定）

市民1人1日あたりの家庭系ごみ排出量（ｇ/人・日）
540

（R5年度実績）
537 目標値❶を下回る

学校が楽しいと感じる児童生徒の割合（全国学力・
学習状況調査）（％）

小学校：82.5
中学校：７８．9

（R６年）

小学校：９０．０
中学校：９０．０

小学校：９０．０
中学校：９０．０

ＩＣＴを活用して自分の学びを充実できると答えた
児童生徒の割合（児童生徒の実態に係わる調査）
（％）

86.5
（R5年）

100 100

地域学校協働活動への地域住民の参画人数（人）
6,121

（R5年度）
9,000 9,000

４か月児健康診査で「この地域で、今後も子育てを
していきたい」と思う人の割合（％）

96.9
（R5年度）

97.0 97.0

「今の自分が好きだ」と思うこども（中高生）の割合
（自己肯定感の高さ）（％）

60.5
（R6年）

70.0 70.0

合計特殊出生率
1.16

（R5年）
基準値を上回る 目標値❶を上回る

年に１回以上、歯科健診を受けている人の割合
（％）

70.8
※R7年度調査

基準値を超える 100

健康寿命（歳）
男性　80.70
女性　85.07

（R４年）

男性　81.48
女性　85.12

（R９年）

男性　83.19
女性　85.70

（R20年）

健康ポイント事業ＳＵＫＳＫ累計登録者数（人）
13,761

（R5年度）
29,000 43,000

№.
 ［政策分野］

　目指すまちの姿
成果指標

基準値
(基準年・年度)

02
［都市整備］
誰もが安全に安心して、心地よく快適に住み続けられるまち

04
［防災］
防災はみんなの力、安全はみんなの笑顔、安全・安心の絆でつな
がるまち

06
［環境］
一人ひとりが限りある資源を大切にする循環型の自然豊かな美
しいまち

07
［教育］
豊かな学びや体験を得て、質の高い教育を受けることのできる
まち

08
［こども］
こどもの笑顔が未来をつくる、子育てが楽しいまち

09
［健康］
誰もが健康で生きがいと役割を持って、地域の中でいきいきと
暮らすまち
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目標値❶ 目標値❷

２０２９
（R１１年度）

２０４０
（R２２年度）

年に１回以上、健康診断を受けている人の割合
（％）

79.3
※R7年度調査

基準値を超える 100

胃がんの標準化死亡比
男性　104.1
女性　130.0

（H30年～R4年）

男女ともに
100.0以下

男女ともに
100.0以下

「我が事・丸ごと地域づくり推進事業」における実
施拠点数（件）

23
（R7年2月末時点）

35 60

要介護認定を受けずに健康に生活している高齢者
の割合（％）

83.2
（R5年9月末時点）

83.2 83.2

月に１回以上、歴史・芸術・伝統芸能・音楽・映画な
どの文化活動に参加・鑑賞した人の割合（％）

48.9
※R7年度調査

基準値を超える 100

Q１プロジェクトがきっかけで生まれたアイデアや
商品、サービスの数（件）

35
（R５年度）

40 40

13
［スポーツ］
スポーツ熱の高い健康で活気あふれるまち

週１回以上、スポーツをした人の割合（％）
58.3

(R5年)
65.0 65.0

今の職場が働きやすいと思う人の割合（％）
57.7

※R7年度調査
基準値を超える 100

市内GDP（百万円）
1,030,855
（R３年度）

基準値を超える 目標値❶を上回る

製造業労働生産性１人当たりの付加価値額（万円）
937

（R３年度）
1,078

（R8年度）
1,387

（R19年度）

自分のまちのおすすめを友達や知り合いに紹介
（SNS発信含む）したことがある人の割合（％）

38.7
※R7年度調査

基準値を超える 100

市内のホテル・旅館等への宿泊者数（万人）
90

（R5年度）
92 97

観光消費額（億円）
825

（R5年度）
876 977

新規就農者数（人）
28

（R5年度）
44 50

農業所得者１人あたりの所得金額（千円）
2,901

（R5年度）
3,100 3,500

担い手等の農業者への農地集積割合（％）
70

（R5年度）
80 85

№.
 ［政策分野］

　目指すまちの姿
成果指標

基準値
(基準年・年度)

10
［医療］
安心して医療が受けられる暮らしやすいまち

11
［福祉］
困っている人、悩んでいる人を誰もほっとかないホッとするま
ちHOTなまち

12
［文化］
身近にあるクリエイティブに出会えるまち

14
［商工］
産業の振興と働きやすさがつなぐ、未来をひらくまち

15
［観光］
暮らしと観光がつながり、何度も訪れたくなる感動体験を生み
出すまち

16
[農林]
豊かな自然とおいしい食を未来につなぐ、みどりの循環するま
ち
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目標値❶ 目標値❷

２０２９
（R１１年度）

２０４０
（R２２年度）

２０代女性の県外転出数（転入者−転出者）（人）
▲464
(R５年）

▲314 0

市内事業所における女性管理職の割合（課長相当
職以上）（％）

12.6
（R元年）

30.0 50.0

市における女性管理職の割合（％）
21.7

（R６年度）
30.0 40.0

関係人口数（人）
160,000
（R6年度）

200,000 230,000

移住者数（移住相談等を経由）（人）
125

（R５年度）
250 470

転入者と転出者の差（人）
▲1,098
(R５年）

基準値を超えない 0

市民の声が活かされていると思う市民の割合（％）
23.6

※R7年度調査
基準値を超える 100

行政サービスのデジタル化により、利便性が向上し
た思う市民の割合（％）

43.9
※R7年度調査

基準値を超える 100

実質公債費比率（％）
7.8％

(R５年度決算・
3カ年平均値

地方債同意等基準
18％未満

地方債同意等基準
18％未満

将来負担比率（％）
92.5％

(R５年度決算)
早期健全化基準

350％未満
早期健全化基準

350％未満

山形市職員採用試験（上級行政）採用倍率（倍）
4.3

（R6年度）
4.9 目標値❶を上回る

№.
 ［政策分野］

　目指すまちの姿
成果指標

基準値
(基準年・年度)

19
［行政］
発展計画を推進するための基盤づくり

17
［男女共同参画］
性別に関わらず多様な人材が活躍し、多様な価値観が尊重され
るまち

18
［シティプロモーション］
山形ブランドを確立し、高いブランド力で選ばれ続けるまち

90
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